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　この報告書は南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～

市来ＩＣ間）の建設に伴って，平成１０年度に実施した日置郡伊集

院町に所在する柳原遺跡の発掘調査の記録です。

　柳原遺跡は，縄文時代，古墳時代，古代，中世，近世の複合遺

跡です。古代の遺構である焼土を伴った土坑群とともに大きな須

恵器の甕，赤色や黒色の土器，墨書土器や刻書土器などが発見さ

れました。また，珍しいものとして中世の耳皿や三足坏，多くの

青磁や白磁も出土しました。これらの遺構や遺物は，柳原遺跡を

知る大きな手掛かりです。

　本報告書が県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化

財に対する関心と御理解をいただくとともに文化財の啓発・普及

の一助となれば幸いです。

　最後に，調査にあたり御協力いただいた国土交通省九州地方整

備局鹿児島国道事務所，伊集院町教育委員会ならびに発掘調査に

従事された地域の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１７年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　　

所　長　　木　原　俊　孝　　
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１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ）建設に伴う柳原遺跡
の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は鹿児島県日置郡伊集院町下谷口字柳原に所在する。

３　発掘調査は建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（現　国土交通省九州地方整備局鹿児
島国道事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財センターが実施した。

４　発掘調査事業は平成１０年７月７日から平成１０年１０月３１日まで実施し，整理作業及び報告書作成
は鹿児島県立埋蔵文化財センターで平成１６年度に実施した。

５　遺物番号は通し番号とし，本文・表・挿図・図版の遺物番号は一致する。遺構番号も通し番号
とする。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書に記載したレベル数値は建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所が提示した工事計画
図面に基づく。すべて海抜高である。

８　本書で使用した方位は，すべて磁北である。

９　発掘調査における図面の作成及び写真の撮影は調査担当者が行った。

１０　本書に掲載した出土遺物の写真撮影は横手浩二郎，吉岡康弘が行った。

１１　挿図の遺構図については繁昌正幸の協力を得て作成し，本書の執筆・編集は最上優子が担当し
た。

１２　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。
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第Ⅰ章　はじめに

第１節　調査に至るまでの経過
　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月から国土交通省九州地方整備局に改
称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化
財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度から文化財課に改称）に照会
した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財分布調査を
実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在すること
が判明した。
　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に
基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調
査・本調査が実施されることになった。
　これを受けて，平成８年度から平成１２年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認
調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵
文化財センターが実施した。
　なお，事業区間内の遺跡の概要については，以下の通りである。

第２節　遺跡の概要
１　一ノ谷……伊集院町下谷口字一ノ谷の飯牟礼台地から西側へ延びた標高９０～９５ｍの丘稜端部に

位置し，調査面積は１，２５０�である。中世から近世の古道・五輪塔及び染付や近世か
ら近代にかけての掘立柱建物跡・溝状遺構・土坑・ピットや青磁・染付・土師器・薩
摩焼などが発見された。

２　永迫平……伊集院町下谷口字下永迫の恋之原台地から延びた支脈が盆地状の水田地帯に落ちる
直前の標高約１５０ｍの小台地上に立地している。調査面積は１４，０００�で旧石器時代ナ
イフ形石器文化の２か所のブロックと細石刃文化期の細石刃が出土し，縄文時代早期
前半の前平式期には９軒の住居跡をはじめ，３基の連穴土坑と９基の集石，多数の土
坑を検出。その他，古墳時代から近世にかけての遺物も出土している。

３　下永迫Ａ…伊集院町下谷口字下永迫の標高８５～１１０ｍのやせ尾根に挟まれた谷間に立地する。
　　　　　　　調査面積は２，６００�で，縄文時代後期の指宿式土器と石鏃，古墳時代の成川式土器，

古代から中世では土坑・集石が検出され，青磁・白磁が出土した。
４　柳原………伊集院町下谷口の標高約９０～１００ｍの山間の谷間，傾斜地及び周辺のやや小高いテ

ラス状の尾根部に立地する。調査面積は８，０００�である。縄文時代の集石４基や石
匙・石鏃，古代の土坑・焼土跡と共に土師器・須恵器が発見された。

５　上山路山…伊集院町大田字上山路山の標高約１３０ｍのシラス台地上に位置する。舌状台地の端
部にあたり，平坦面から続く緩やかな斜面と，谷頭を含んだかなり急な斜面とからな
る。調査面積は６，０００�である。旧石器時代細石刃文化の遺物と縄文時代（早期・後

（本報告書）
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期），弥生から古墳時代の遺物が発見された。主になるのは縄文時代早期で，遺構は
道跡や集石，遺物は岩本式・前平式・吉田式土器等が出土した。

６　大田城跡…伊集院町大田字下城山迫の標高約１２０ｍの台地上に所在する。調査面積は４，０００�で
ある。中世山城の可能性を指摘された遺跡であったが，山城の存在を示す遺構は検出
されなかった。旧石器時代ナイフ形石器文化，細石刃文化の遺物と縄文時代早期の集
石，土坑等の遺構と岩本式・前平式土器等の遺物が発見された。

７　堂平窯跡…東市来町美山の標高約８５～９２ｍの傾斜面にある江戸時代の薩摩焼窯跡である。調査
面積は３，５００�で，窯，作業場，物原が発見された。窯は長さ約３０ｍ，幅１．２ｍ，傾斜
角１７°の半円筒形をした単室傾斜窯である。陶器（甕・壺・徳利・土瓶・こね鉢・摺
鉢・動物形土製品），瓦（軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・のし瓦）や窯道具が多量に
出土した。

８　池之頭……東市来町美山字池之頭にあり，美山池北西部の標高約８０～１００ｍのシラス台地の尾
根状部分に立地し，調査面積は７，５００�である。旧石器時代のナイフ形石器・台形石
器・スクレイパー・細石刃核・細石刃，縄文時代早期の集石８基・前平式・吉田式・
石坂式土器や中期の春日式・並木式・阿高式土器，晩期の入佐式・黒川式土器が出土
した。また古墳時代の成川式土器（甕・壺・高坏等）が多く発見された。

９　雪山………東市来町美山字雪山の標高約９５ｍの台地東端に立地する。調査面積は２，７００�で，
旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石２基と前平式・春日式土器・石鏃・
石皿・磨石，古墳時代の成川式土器が出土したが，主体となるのは近世から近代の薩
摩焼の遺構・遺物で，炉跡・物原？・土坑等や薩摩焼（茶家・土瓶・擂鉢・瓶・碗），
染付（碗・皿），窯道具が発見された。

１０　猿引………東市来町長里字猿引の標高約１１０～１１５ｍの尾根状の台地に立地する。調査面積は
８００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・ナイフ形石器・台
形石器・敲石，細石刃文化の細石刃核・細石刃，縄文時代前期の曽畑式土器・黒曜石
片が出土した。

１１　犬ヶ原……東市来町伊作田字犬ヶ原の標高約６６ｍの独立丘陵のシラス台地に立地する。調査面
積は，２，０００�で，旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の浅鉢・深鉢・石斧・
石皿・石鏃・石匙，古墳時代の成川式土器（甕・壺・鉢）等が出土したが，主になる
のは平安時代で，掘立柱建物跡（４間×４間・総柱）が製鉄に関する遺物（鞴羽口・
鉄滓・鉄製品）・土師器・須恵器と共に多く発見された。

１２　向栫城跡…東市来町伊作田の標高約５０ｍの独立台地上に所在する。調査面積は１４，０００�である。
旧石器時代ナイフ形石器文化の剥片尖頭器・ナイフ形石器，縄文時代草創期の隆帯文
土器が多量の石鏃と一緒に見つかった。また古墳時代の竪穴住居跡や中世から近世に
かけての空堀・帯曲輪・堀切・竪穴状遺構・掘立柱建物跡・炉跡など中世山城関連の
遺構が発見された。

１３　堂園平……東市来町伊作田の遠見番山から下る斜面の裾部にあり，標高約５０ｍの平坦地に立地
する。調査面積は２，０００�で，旧石器時代のナイフ形石器文化の礫群９基と剥片尖頭
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器・ナイフ形石器・台形石器と細石刃文化の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石４
基・吉田式・塞ノ神式土器や轟式土器等が発見されている。また古代の土師器・須恵
器等も出土している。

１４　今里………東市来町伊作田字今里の標高約６５ｍの台地端の傾斜地に所在する。調査面積１４，０００
�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群，剥片尖頭器・ナイフ・台形石器や細石刃
文化の細石刃核・細石刃・調整剥片が出土し，縄文時代の集石や前平式・深浦式・出
水式・黒川式土器や石匙などの石器，古墳時代の成川式土器が発見された。

１５　市ノ原……市来町大里字上ノ原前から東市来町湯田字市ノ原に至る標高約５０ｍの台地西側に所
在する。調査面積は６２，０００�である。遺跡は第１地点から第５地点まであり，旧石器
時代ナイフ形石器文化，細石刃文化，縄文時代（早期から晩期），弥生時代の住居
跡・壺棺，古墳時代の住居跡，古代から中世，近世の街道跡など多時期に渡り，多種
多様な遺構・遺物が発見された。

１６　上ノ原……市来町大里字上ノ原の東シナ海を望む標高４０ｍの台地上に立地し，三方は急峻な傾
斜面となっている。調査面積は２，０００�で，縄文時代の集石３基，土坑が検出され，
塞ノ神式，轟式土器と石斧・石鏃・石匙などが出土した。古墳時代では竪穴式住居跡
１基と土坑，成川式土器が，古代から中世は土師器・須恵器・青磁・滑石製石鍋が発
見された。

※　刊行報告書
「一ノ谷遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００１．３
「池之頭遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００２．３
「今里遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００２．９
「市ノ原遺跡（第１地点）」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３．３
「犬ヶ原遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３．３
「上ノ原遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３．３
「下永迫Ａ遺跡」　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００４．３
「永迫平遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００５．３
「柳原遺跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００５．３
　　　　　　　　　　　　　（本報告書）
「大田城跡」　　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００５．３
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第２図　南九州西回り自動車道調査遺跡位置図
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第Ⅱ章　発掘調査の経過

第１節　調査の経緯
　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月から国土交通省九州地方整備局に改
称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化
財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度から文化財課に改称）に照会
した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財分布調査を
実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在すること
が判明した。
　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化財課の協議
に基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調
査・本調査が実施されることになった。
　柳原遺跡については，平成９年１１月に確認調査を行った。この調査結果を受けて，平成１０年７月
７日から平成１０年１０月３１日まで同遺跡の本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図った。調査対
象面積は８，０００�である。なお，整理作業及び報告書作成は１５・１６年度に鹿児島県立埋蔵文化財セ
ンターで行った。

第２節　調査の組織
　発掘調査（平成１０年度）
　事 業 主 体 者　　建設省鹿児島国道工事事務所
　調 査 主 体 者　　鹿児島県教育委員会
　企 画 ・ 調 整　　鹿児島県教育庁文化財課
　調 査 責 任 者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　　　　長　　吉永　和人
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次　長　兼　総　務　課　長　　尾�　　進
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主 任 文 化 財 兼 調 査 課 長　　戸�　勝洋
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調　 査　 課　 長　 補　 佐　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長　　池畑　耕一
　調 査 担 当 者　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　 化　 財　 主　 事　　繁昌　正幸
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　 化　 財　 研　 究　 員　　中原　一成
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　 化　 財　 調　 査　 員　　川口　雅之
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　 化　 財　 調　 査　 員　　大窪　祥晃
　調査事務担当者　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　　　　査　　政倉　孝弘
　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　　　　事　　溜池　佳子
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　報告書作成（平成１６年度）
　作 成 主 体 者　　鹿児島県教育委員会
　作 成 責 任 者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　　　　長　　木原　俊孝
　作 成 企 画 者　　　　　　　〃　　　　　　　　次　　　　　　　　　　　長　　賞雅　　彰
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調　 査　 課　 長　 補　 佐　　立神　次郎
　主 任 文 化 財　　　　　　　〃　　　　　　　　主 事 兼 第 三 調 査 係 長　　牛ノ�　修
　作 成 担 当 者　　　　　　　〃　　　　　　　　文　　化　　財　　主　　事　　最上　優子
　作成事務担当者　　　　　　　〃　　　　　　　　総　　　務　　　係　　　長　　平野　浩二
　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　　事　　脇田　清幸
　報告書作成検討委員会　　平成１６年１２月２７日　　　所長ほか　　　１０名
　報告書作成指導委員会　　平成１６年１２月２０日　　　調査課長ほか　４名
　企　画　担　当　者　　　　　　　　　　　　　東　　和幸・石丸　良輔

第３節　調査の経過（日誌抄）
　１　平成１０年度の発掘調査
　調査の経過を日誌抄により略述する。
　７月７日～７月１０日
　　用具搬入。周辺整備（草・竹刈り），通用路整備。プレハブ・テント設置。ベルトコンベア・
発電機設置。ユンボによる整地・廃土処置。グリッド杭打ち。レベル移動。Ⅰ・Ⅱ層掘り下げ。
Ⅰ層遺物一括取り上げ。
　７月１３日～７月２３日
　　グリッド杭打ち，レベル移動。Ｆ～Ｈ－２～５区Ⅰ層掘り下げ，Ⅰ層遺物グリッド一括取り上
げ，遺物平板実測，遺物取り上げ。遺物出土状況写真撮影。礫集中箇所検出。土層確認トレンチ
設定，掘り下げ。雨対策。Ｋ～Ｍ－４～７区表土下掃除，掘り下げ開始。遺物平板実測，取り上
げ。焼土検出，清掃，写真撮影。北部・北西部・東部地形平板実測。Ｇ～Ｊ－５～７区Ⅰ・Ⅱ層
掘り下げ，遺物平板実測，取り上げ。
　８月３日～８月１１日
　　Ｊ～Ｌ－４～７区の遺構写真撮影。遺物平板実測，遺物取り上げ。トレンチ掘り下げ。Ｇ・Ｈ
－３・４区遺構配置図平板実測。Ｆ－３区軽石集積検出，写真撮影，実測。Ｋ・Ｌ－４～７区焼
土遺構検出，写真撮影，半裁，実測，遺構内遺物取り上げ，掘り下げ，清掃，完掘状況写真撮影。
Ｅ～Ｈ－３～５区のⅠ・Ⅱ層掘り下げ，遺構検出。Ｇ・Ｈ－２・３区で浅い溝状遺構検出，写真
撮影，実測。西側斜面平板実測。シラス面検出。Ｅ－３区軽石集積検出，写真撮影，実測。長崎
純心大学芸員１名実習（８月４日～１１日）
　８月１７日～８月２７日
　　Ｂ～Ｄ－４～７区の重機による表土剥ぎ。トレンチ掘り下げ。Ｅ～Ｈ－３～５区のⅠ・Ⅱ層掘
り下げ。遺構検出，遺構実測。シラス面検出，清掃写真撮影。土層断面北壁写真撮影，実測。通
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路確保のため重機による掘り下げ。
　９月１日～９月１１日
　　Ｂ～Ｄ－４～７区の重機による表土剥ぎ。ベルトコンベアー設置。ベルト設定後，グリッド杭
打ち。通路整備。調査区平板実測。Ⅰ・Ⅱ層掘り下げ。柱穴・土坑検出，写真撮影，実測。Ⅰ層
下面で古道跡検出，写真撮影，実測。
　９月１４日～９月３０日
　　Ｂ～Ｄ－４～７区のⅢ層掘り下げ。ベルト土層断面実測，ベルト崩し。遺物出土状況写真撮影，
平板実測，遺物取り上げ。Ⅲｂ層上面遺構検出，遺構実測。Ｈ～Ｊ－６～８区Ⅱ層掘り下げ，Ⅲ
層上面検出。Ｈ－６区東西方向に浅い溝状遺構検出，実測。Ｉ－５・６区東西方向に同様の浅い
溝状遺構を検出。遺物出土状況写真撮影，平板実測，遺物取り上げ。西側土層断面実測，ベルト
崩し。コンタ図作成。
　１０月１日～１０月９日
　　Ｂ～Ｄ－４～７区のⅢ・Ⅳ層掘り下げ。遺構検出，掘り下げ，実測。Ⅳ層上面で集石検出，写
真撮影，実測。Ｇ～Ｌ－８～１２区重機による表土剥ぎ後，Ⅰ・Ⅱ層掘り下げ。グリッド杭打ち。
調査区域図作成。畑畝跡検出。
　鹿児島大学　本田道輝先生・渡辺先生現地指導（１０月６日）
　１０月１２日～１０月２３日
　　Ｂ～Ｄ－４～７区のⅢ・Ⅳ層掘り下げ。遺物平板実測，遺物取り上げ。トレンチ断面実測。
　集石遺構・陥とし穴遺構検出，写真撮影，実測。Ｇ～Ｌ－８～１２区のⅡ・Ⅲ層掘り下げ。グリッ
ド杭打ち。安全対策。溝状遺構検出，掘り下げ，実測。コンタ図作成。
　１０月２７日～１０月３１日
　　図面等整理。使用用具等搬出。プレハブ周辺等清掃。発掘調査終了。

　２　報告書作成
　　整理作業及び報告書作成は平成１６年４月から平成１７年３月にかけて県立埋蔵文化財センターに
て行った。大まかな整理作業及び報告書作成業務の経過は下記のとおりである。

４月　図面整理。遺物水洗。注記。
５月　遺物接合，遺物選別，遺物実測。石器実測委託。
６月　遺物接合，遺物選別，遺物実測。
７月　遺物実測
８月　遺物実測
９月　遺物復元。遺物実測，トレース。
１０月　遺物復元。遺物実測，拓本，トレース，仮レイアウト。地形図，遺構トレース。
１１月　遺物トレース，仮レイアウト，文章作成。観察表作成。遺物写真撮影。
１２月　レイアウト，文章作成。観察表作成。起案。入札。文章校正。
１月　遺物・図面整理及び収納。
２月　遺物・図面整理及び収納。



－９－

第Ⅲ章　遺跡の位置及び環境

第１節　地理的環境
　柳原遺跡は，鹿児島県日置郡伊集院町下谷口字柳原に所在する。
伊集院町は，薩摩半島の中で幅が最も狭く標高の低い地峡部を占め，北は郡山町・東市来町，東は
鹿児島市，南は松元町・日吉町，西は日吉町・東市来町に接し，海に面していない内陸の町である。
日置郡のほぼ中央に位置することから当郡の中心地として発達してきた。東西約２１．５�，南北２８�，
面積５５．９１�で，人口２３，９６１人（平成１２年１０月１日　国勢調査人口）の規模である。大正１１年
（１９２２年）４月，中伊集院村が村勢の発展に伴って町制を施行し，伊集院町として発足した。その
後，昭和３１年（１９５６年）９月，下伊集院村の一部と合併して現在にいたっている。
　本町の北部には町内の最高峰である重平山（標高５２３．１ｍ）があり，東市来町及び郡山町との境
をなしている。また，南西部には矢筈岳（３０２．９ｍ）や諸正岳（３０１．４ｍ）がある。これらを除くと，
大部分は海抜１５０ｍ前後の火山灰台地である。これは，本県を広く覆う姶良カルデラを形成した入
戸火砕流に由来するシラス台地である。平地は，この火山灰台地が神之川とその支流である永松
川・下谷口川・野田川等によって形成された狭い谷底平野にあるのみで，小規模な盆地状の地形と
なっている。河川の流域には集落が点在しており，平地部の東側は本町の行政・商業の中心となっ
ている。
　柳原遺跡は，市街地の南西約１�の下谷口にあり，標高約９０～１００ｍの山間の谷間で，傾斜地周
辺のやや小高いテラス状の尾根を含む地域にある。調査開始時は，市街地の近くにありながら木や
竹がうっそうと茂る昼でもなお暗い場所であった。

第２節　歴史的環境
　伊集院町の考古学的調査の歴史は比較的新しく，近年の大型の公共事業に伴う発掘調査が行われ
る以前は，下谷口の川畑で縄文土器が，また，寺脇の楠牟礼神社などで弥生土器が採集されるとい
うような状況であった。しかし，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ間）や，
九州新幹線鹿児島ルート（新八代～西鹿児島間）などの建設に伴う調査が行われたことから多数の
遺跡が確認され，調査の結果，旧石器時代をはじめとする各時代の遺構・遺物の発見が相次いだ。
主要な遺跡を時代順に若干紹介したい。
　旧石器時代
　伊集院町で最も古い時期の遺跡としては，ナイフ形石器や三稜尖頭器などナイフ形石器文化期の
遺物が出土した下谷口の永迫平遺跡や大田の大田城跡，竹之山の瀬戸頭Ａ～Ｃ遺跡等がある。旧石
器時代の終わり頃の細石器文化期には，隣接する松元町の仁田尾に遺物の分布が広範囲に見られる
九州でも最大級の遺跡が存在するが，本町でも瀬戸頭Ａ・Ｂ遺跡や竹之山Ｂ遺跡・松ヶ迫遺跡など
の遺跡で同時期の石器が出土しているほか，竹之山Ｂ遺跡では落とし穴も発見されている。
　縄文時代
　恋之原の稲荷原遺跡は標高約１６０ｍの台地の縁辺部に位置している。遺物は早期の土器が主体と
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なっており，石鏃・磨製石斧・磨石・石皿などの石器も出土している。また，早期初頭の最古段階
のものとされている岩本式土器に赤色顔料が塗彩された土器が３点出土しており，全国的にも注目
される。下谷口の永迫平遺跡では，国分市上野原遺跡とほぼ同時期と考えられる早期前半の遺構・
遺物が発見されている。遺構としては，竪穴住居跡９基・集石遺構（炉跡）１２基・連穴土坑３基・
方形土坑９５基・土坑３９２基・道跡３条などが検出されており，遺物としては，前平式土器のほかに
塞ノ神式土器，石鏃・打製石斧・磨石・敲石・石皿などが出土している。大田の上山路山遺跡で主
体をなしているのは，早期前葉の赤彩土器片５点を含む岩本式土器や前平式土器・吉田式土器など
であり，集石遺構３基や道跡が確認されている。
　弥生～古墳時代
　一般に弥生時代の「むら」は稲作に適した沖積地を望む台地上に営まれることが多く，丘陵上に
あるのは小規模な集落である。南九州はシラス台地が多く，稲作に適さない地域が多かったことか
ら生産性が低かったと考えられ，弥生文化は縄文文化ほどには発達していない。
　伊集院町周辺ではこの時代の遺跡が少ないが，その中には東市来町の市ノ原遺跡がある。この遺
跡からは前期末から中期中葉頃にかけての竪穴住居跡５基，貝殻が廃棄された土坑１基などが検出
されている。住居跡内出土の土器の中には須玖式の壺形や甕形土器，黒髪式の甕形土器など西北九
州に分布の中心をもつ土器の流入が見られる。そのほかに石皿，磨石，磨製・打製石鏃，軽石製品
が出土している。
　古墳時代の遺跡として郡に所在する石坂遺跡が挙げられる。この遺跡からは竪穴住居跡の中央部
からほぼ完形に近い成川式土器が出土している。上神殿の六反田遺跡では，土師器の甕・壺・高杯
などが出土している。また，７世紀頃の竪穴住居跡が１基検出されており，古墳時代の住生活がう
かがえ知る貴重な発見である。
　古代～中世
　古代の遺跡では，郡に所在する西原遺跡から，「原」と墨書された土師器 や「吉」と書かれた
内赤土師器の などが出土している。石坂遺跡では，９世紀代のものとされる越州窯青磁が出土し，
古代の井戸が検出された。また，郡の山ノ脇遺跡では，土師器の や黒色土器，須恵器などが多数
出土している。下谷口の下永迫Ａ遺跡は，柳原遺跡と隣接した傾斜地に位置する。遺構として，古
代の土坑と集石が各１基ずつ検出され，土師器や須恵器，砥石などが出土した。墨書土器は２５点あ
り，判読できた文字としては「十」が４点，「万」が３点，「在」が１点あった。この遺跡からは，
本遺跡と同様，黒色土器や赤色土器が多く出土したことが特徴となっている。
　中世には，本町は交通の要衝として重要性を増したものと考えられ，「院」や官倉が置かれたり，
島津氏の治めるところとなった。山城が多く築かれ，中でも島津貴久が守護職となる前に居城とし
ていた伊集院城（一宇治城）跡は有名である。標高約７０ｍのシラス台地の尾根の先端部に位置し，
周囲が約２．３�，面積約３０万�の広大な山城で，貴久がザビエルと会見した城として有名である。
この山城は大きく４つの郭群からなり，郭間には数多くの空堀が掘られていた。また隅には土塁が
構築され，井戸が掘られる例も多数発見されている。周辺には，他にも内城・大内城・神殿城など
の山城がある。
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第３図　周辺遺跡位置図
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第２表　周辺遺跡一覧表

備 考遺 物 等時 代地 形所 在 地遺跡名番号

貝殻条痕文・弥生土器縄文・弥生台地（河岸段丘）伊集院町寺脇楠牟礼寺脇１

別称「小城」中世城館跡中世山地伊集院町小城大内山城跡２

中世城館跡中世台地伊集院町徳重字小城小城跡３

伊集院郡司紀四郎時清がこ
こに館を構えたのが始まり
別称「伊集院城」

中世城館跡（溝・青磁・
白磁・土師器等）

鎌倉初期丘陵伊集院町大田一宇治城跡４

石器・壷形土器・坏縄文・古墳沖積地伊集院町郡郡５

昭和６３年度分布調査土師器片奈良～平安台地伊集院町麦生田字後宮田後宮田６

平成元年度発掘調査土師器片奈良～平安台地伊集院町郡字黒木田黒木田７

昭和５８年５月発掘調査磨製石斧縄文平地伊集院町猪鹿倉猪鹿倉８

平成９年度発掘調査土器片縄文早期台地伊集院町大田　上山路山上山路山９

平成１０年度発掘調査
本報告

土坑・溝・土師器・須
恵器

古代～近代傾斜地伊集院町下谷口柳原柳原１０

平成１０年度発掘調査
平成１５年度報告書刊行

土師器古代～中世谷地伊集院町下谷口下永迫下永迫Ａ１１

平成８～１０年度発掘調査　
平成１６年度報告書刊行予定

住居跡・土器片・石器縄文早期台地伊集院町下谷口永迫平永迫平１２

土器片・土師器
縄文早期　
中世

台地伊集院町飯牟礼　中島堀中島堀１３

平成１０年度農政分布調査古墳台地伊集院町古城　七反畠七反畠１４

平成７年度農政分布調査古墳・古代台地伊集院町恋之原上稲荷原上稲荷原１５

平成８年度発掘調査土器片・石器縄文早期台地伊集院町恋之原稲荷原稲荷原１６

壷形土器縄文後期台地伊集院町恋之原恋之原１７

別称「平城」中世城館跡弘安年間山地伊集院町古城内城跡１８

平成１０年度農政分布調査中世伊集院町古城　堂ノ迫堂ノ迫１９
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第Ⅳ章　発掘調査の成果

第１節　発掘調査の方法
　平成９年度　確認調査
　平成３年６月に実施した分布調査の結果を受けて，１１月６日・１１日・１２日の３日間，確認調査を
行った。調査した総面積は１１６�である。地形は北へ開口する谷状を呈しているため，この谷と平
行するように１９ｍ×２ｍの長いトレンチ（３Ｔ）と１３ｍ×２ｍのトレンチ（４Ｔ），９ｍ×２ｍのト
レンチ（５Ｔ）を設定し，これに直交する７ｍ×２ｍのトレンチ（２Ｔ・１Ｔ）を２か所設けた。
さらに枝状に分かれる谷にも１ｍ×１ｍのトレンチを６か所（６～１１Ｔ）設定した。遺跡は傾斜地
を造成した棚田状の耕作地にあるため，一部分に遺物包含層が欠失した箇所もみられたが，表土の
堆積が厚いため全体的に残存状況は良好であった。調査によって土師器や荒平窯系の須恵器，龍泉
窯系の青磁など古代から中世にかけての遺物が多量に出土したため，約８５００�を対象として本調査
を実施することとなった。確認調査では遺物出土状況やトレンチ断面の写真撮影や実測等を行い，
終了した。

　平成１０年度　本調査
　平成９年度に実施した確認調査を受け，７月から１０月にかけて本調査を行った。
　調査にあたり道路建設用センター杭のうち，Ｎｏ．４９０とＮｏ．４９５とを結ぶラインを基準とし，西か
ら東へＡ・Ｂ・Ｃ・・列，北から南へ１・２・３・・列として１０ｍ×１０ｍのグリッドを設定した。
　谷部が南北に走り，傾斜地を多く含むため調査区域を東部・西部・南部・北部・中央部に分けて
調査を行った。まず，東部・北部を調査した後，西部・中央部・南部の順に調査を進めた。重機に
より表土を剥いで遺物包含層を検出した後，山鍬，ジョレンなどにより人力で掘り下げを行った。
ただ，遺構が検出されたり，遺物が集中して出土した区域は，移植ゴテ等で慎重に調査を進めた。
検出した遺構は平面及び見通し断面の実測及び写真撮影等の記録保存に努めた。出土した遺物につ
いては平板により実測を行うとともにレベルを測定し，遺物台帳に記入した後，取り上げを行った。

第４図　確認調査トレンチ配置図
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第７図　遺構配置図
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第２節　遺跡の層序
　柳原遺跡の層序は概ね以下の通りである。調査対象区域内は斜面が多く，遺物包含層が流れ込み
などにより撹乱している部分が多くみられた。

第８図　基本土層図

Ⅰａ
Ⅰｂ
Ⅰｃ
Ⅰｄ

Ⅱ

Ⅲａ

Ⅲｂ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅰａ　褐色砂質土
Ⅰｂ　暗褐色砂質土　　　　　　古代・中世の遺物包含層
Ⅰｃ　黒褐色砂質土　　　　　　古代・中世の遺物包含層
Ⅰｄ　軽石混土層

Ⅱ　　黒色砂質土　　　　　　　古代の遺物包含層

Ⅲａ　アカホヤ二次（腐植土）　縄文時代後期頃の遺物包含層

Ⅲｂ　アカホヤ火山灰　　　　　鬼界カルデラの噴出源（約６，４００年前）

Ⅳ　　淡黄橙色粘質土　　　　　縄文時代早期の遺物包含層

Ⅴ　　黄褐色粘質土　　　　　　縄文時代早期の遺物包含層

Ⅵ　　茶褐色粘質土

Ⅶ　　暗褐色粘質土

Ⅷ　　暗褐色強粘質土

Ⅸ　　シラス二次

∨　　　　　　∨
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第３節　縄文時代の調査
　本遺跡では縄文時代の遺構や遺物は調査区西側に集中していた。遺構は北東側に緩やかに傾斜す
るⅣ層上面で検出された。ただ，遺物はⅣ層以外からも出土しており，台地からの流入の可能性が
考えられる。
１　遺構
　集石４基と土坑１基が検出された。いずれも調査区西側での検出である。これらの集石を位置的
なまとまり，形状の違いから１～４号に分けて記述する。なお，いずれも覆土に大差なく，Ⅳ層上
面で検出されていること等から同一時期の遺構と思われる。
　�　集石
１号集石
　Ｂ・Ｃ－６区に位置し，Ⅳ層上面にくい込む形で検出された。長径６０�×短径５０�のほぼ円形状
に散布している。礫のレベル差はあまりなく，深さは大体１０�である。礫の数は少なく，拳大のも
のが多い。黒曜石片や炭化物も出土している。礫は総数２９個で，ほとんどが安山岩だったが，頁岩
も含まれている。火熱を受けて赤化している礫が１点確認できた。
２号集石
　Ｃ－５区に位置し，長径７０�×短径６０�の円形状をなす。礫は密集しておらず，まばらな状態で

第１４図　縄文時代の遺構配置図
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検出された。礫は小さく，破砕したものが多くを占め，半分は１００�未満のものだった。ただ，近
接した礫が１点接合した。１号集石同様，ほとんどが安山岩で，他は頁岩，砂岩であった。黒曜石
が３点出土しており，そのうちの１点は打製石鏃の先端部で，石材は上牛鼻産である。集石に掘り
込みは確認できなかった。
３号集石
　Ｃ－６区に位置し，１号集石と隣接している。約１ｍ四方の正方形をなし，埋土はⅣ層に比較的
似ている。礫はレンズ状に落ち込んでおり，浅い掘り込みが確認できた。礫の総数は９７個で，３００
�近い花崗岩や頁岩以外は，全て安山岩である。拳大のものから人頭大まで様々な大きさの礫が２０
�ほどの深さに重なっている。周囲で縄文時代の土器片が１点出土した。
４号集石
　Ｃ－５区とＤ－５区の境に位置し，Ⅳ層直上の斜面で検出された。長軸６０�，短軸４０�の不整方
形である。２号集石同様，掘り込みを持たない。礫の総数は１２個で，拳大の角張ったものが多い。
１点は黒曜石のフレーク，３点が頁岩，他は安山岩である。
　�　土坑
１号土坑
　Ｄ－５区に位置し，長径１５０�，短径８０�，深さ約４０�の南北に長い長楕円形をしている。
　明茶褐色砂質土を切り込む。埋土の上面は，アカホヤの２次堆積でしまりが悪く，遺物は見られ
なかった。その下は淡黄橙色砂質土で弱い粘性を帯び，アカホヤ火山灰やパミスを所々に含む。土
坑底面に杭跡を思わせる１０�×８�，１５�×８�，１０�×１０�のピットを３本確認した。樹根跡の
可能性もあるため，遺構の性格については不明である。

第１５図　集石遺構及び出土遺物
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①
　

②
　

①　

②　

①

②

第１６図　集石遺構・１号土坑
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２　遺物
　縄文時代の遺物は谷部北側（Ｆ・Ｇ－３～５区）
を中心に出土しているものと，西側（Ｂ・Ｃ－５・
６区）を中心に出土しているものに分けられる。
６・７以外は前者である。これらが出土した付近で
は集石も検出されており，同時期のものと考えられ
る。ただ，出土遺物の多くはⅠ層から出土するもの
や表土一括で取り上げられたものであり，撹乱や流
れ込みによる可能性が高い。遺物の出土層について
は観察表に表記する。
　�　土器
縄文時代早期の土器（２・３）
　２は外面に縦方向の条痕の後，横方向に同じ条痕
を巡らす。内面は粗いナデである。胎土にはチャート片と短粒の角閃石がみられる。早期中頃の中
原式土器の範疇に含まれるものである。３は摩滅しているが，貝殻腹縁による刺突文を施すことか
ら早期後半の塞ノ神Ｂ式土器と考えられる。
縄文時代前期の土器（４・５）
　口縁部片２点と図示しなかったが胴部片数点がある。いずれも曽畑式土器と考えられる。４の口
縁部は外反し，口唇部外端に粘土の盛り上がりがみられる。内面上端に半裁竹管状の工具を一列に
刺突し，その下に横方向の沈線が施される。外面には横方向の短沈線が施される。５は内面を平坦
気味にすることによって口唇部が三角形状に尖っている。内面には長めの刺突を巡らし，その下に
横方向の沈線を施す。外面には横方向の短沈線がみられる。以上の曽畑式土器の胎土には滑石は含
まれていない。
縄文時代後期後半～晩期の土器（６・７）
　６・７は底部を除く破片がまとまって出土したが，全形を復元することはできなかった。全体的
に外傾する器形であり，屈曲した部分はみられない。口縁部も真っすぐにのびるもので口唇部をわ
ずかに面取りする。器面調整は内外面とも横方向のミガキであり，胎土には角閃石が多くみられる。
器形以外の特徴は上加世田式土器から入佐式土器の古い段階にみられるものではあるが，器形が異
なる。
縄文時代晩期の土器（８・９）
　胴部片も数点あるが，特徴のある口縁部�と底部�を１点ずつ図示した。口縁部には鱗状の突起
が付いていたと思われるが，欠損しており，形状は分からない。口唇部を厚めに丸くおさめており，
器面調整は内外面とも粗いナデである。底部は大きく張り出すタイプである。底面には何らかの圧
痕が認められる。これらの土器は，黒川式土器の中でも新しい段階のものと考えられる。

第１７図　縄文土器集中区
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第１８図　縄文土器出土状況図
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第１９図　縄文土器

第３表　縄文土器観察表

備　　考
調　整色　調

胎土層出土区部位器　種
遺物
番号

挿図
番号 内面外面内面外面

粗いナデ条痕にぶい黄橙橙チャート片・角閃石ⅠｂＦ４胴部深鉢形土器２

１９

摩耗－－茶褐にぶい黄角閃石ⅡＧ３頸部深鉢形土器３

ナデナデにぶい黄橙明黄褐軽石Ⅰ上Ｆ３口縁部深鉢形土器４

ナデナデ黄褐黄褐－ⅠａＨ６口縁部深鉢形土器５

ミガキミガキ黒褐黒褐角閃石ⅠⅡⅢＢＣ６口縁部深鉢形土器６

ミガキミガキ黒褐黒褐角閃石ⅠⅡⅢＣ５・６胴部深鉢形土器７

口縁部外面煤付着粗いナデ粗いナデ橙暗褐角閃石ⅠａＧ５口縁部深鉢形土器８

底部に圧痕ナデ粗いナデ橙橙－Ⅲ５トレンチ底部深鉢形土器９
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　�　石器
　本遺跡出土の石器は調査区西側に集中する傾向に
ある。主にⅢ・Ⅳ層からの出土ではあるが，Ⅰ層出
土のものも少なくはない。自然撹乱による遺物の移
動が考えられる。出土土器も撹乱や流れ込みによる
可能性が高く，出土土器との対比による石器の時期
設定は難しい。
石鏃・石鏃未製品（１０～３３）
　石鏃は，形態的に正三角形に近いもの（１０・１１），
凹基式（１２～２６），長身鏃（２７・２８）などが見られ
る。凹基式は，抉りの浅いもの（１２～１８）と深いもの（１９～２６）とに分けられる。１１は薄い剥片を
素材としており，表裏とも平坦面が広く残る。１１・２９・３２は二次加工による整形は行われているが，
未製品である。
磨製石鏃（３３）
　１点のみの出土である。頁岩を素材とし，二等辺三角形を呈す。基部は欠損しており，抉りの有
無は明確ではないが，表裏両面とも丁寧な研磨が施される。稜は見られず，時期は不明である。
楔形石器（３４）
　１点のみの出土である。片側が欠損しているが，上下からの剥離がみられることから楔形石器に
分類した。石材は上牛鼻産の黒曜石である。
石槍（３５）
　３５の石材は上牛鼻産黒曜石を使用しており，基部を欠損する。連続性のある剥離調整により整形
加工が行われている。先端部が欠損しているが，石錐の可能性もある。
石匙（３６・３７）
　３６はチャート製であり，やや丸味のある身部をもつ。横長剥片を素材とし，打面部は残したまま，
剥片末端の左側縁に丁寧な二次加工を施し，刃部を形成する。３７は針尾産系の黒曜石を使用したも
のである。素材剥片の形状を利用して斜状に刃部をつくり，表裏から細かい剥離調整が施される。
２点とも縦長の石匙である。
スクレーパー（３８～４０）
　３８は安山岩製，３９・４０は上牛鼻産黒曜石製である。３８は直線的は側縁部に二次加工を施す。３９は
剥片末端に，４０は側縁部に二次加工を施し，弯曲した刃部に仕上げている。
使用痕のある剥片石器（４１）
　４１は上牛鼻産黒曜石剥片で下辺部に剥離調整は施されていないが，刃部として考えられる下辺の
末端に使用痕が観察される。
敲石（４２）
　４２は下半部を欠損する砂岩製の敲石である。敲打痕はみられないが，棒状敲石に分類した。

第２０図　縄文石器集中区



－３０－

第２１図　縄文石器出土状況図
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第２２図　縄文石器�
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第２３図　縄文石器�
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磨石（４３）
　４３は長径４�，短径３．３�，平面長円形を呈す砂岩製の小型の磨石である。表裏両面とも磨面が
あり，側面にも磨られた痕跡を確認する。
石皿（４４～４６）
　全て安山岩製の石皿片である。５６１は磨面には若干の敲打痕が観察され，台石の可能性もある。

第２４図　縄文石器�
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第４表　縄文石器観察表
遺物番号備　考重量（ｇ）最大厚（�）最大幅（�）全長（�）層区石　材器　種遺物

番号
挿図
番号

５６８０.４０１０.３１.４１.３ⅢｂＣ５黒曜石（上牛鼻）打製石鏃１０

２２

５１９未製品０.５８５０.３１.７１.３ⅢｂＣ６黒曜石（上牛鼻）打製石鏃未製品１１

一括０.８４５０.４１.９１.８ⅡＨ６安山岩打製石鏃１２

一括０.９８６０.３５１.８２.２ⅢＤ５安山岩打製石鏃１３

一括０.８８４０.４１.７２ⅢＩ７頁岩打製石鏃１４

一括１.１６２０.３５２２.１ⅡＨ６安山岩打製石鏃１５

一括脚部欠損１.１１３０.５１.６２.３ⅡＧ３黒曜石（針尾）打製石鏃１６

６９４先端部欠損０.７３５０.４１.７１.４ⅢＣ５黒曜石（上牛鼻）打製石鏃１７

一括０.３７６０.３１.１１.５－４トレンチ黒曜石（針尾）打製石鏃１８

一括０.４１５０.３１.３１.４表層－黒曜石（腰岳）打製石鏃１９

一括０.６４０.３１.７２.１５ⅡＩ６黒曜石（腰岳）打製石鏃２０

一括０.６２６０.３５１.６２ⅠＩ６頁岩打製石鏃２１

一括０.５８８０.３５１.８５１.９ⅠｃＩ８黒曜石（上牛鼻）打製石鏃２２

一括０.６７１０.３１.７２ⅠｃＩ６鉄石英打製石鏃２３

６９５１.２４３０.４２.１２.１ⅢｂＣ５安山岩打製石鏃２４

６９６脚部欠損０.０４３０.４１.３１.６ⅢＣ５安山岩打製石鏃２５

５２０脚部欠損０.２８１０.２１.２１.６ⅢｂＣ６黒曜石（上牛鼻）打製石鏃２６

８５４１.１２４０.４１.７２.７ⅢａＨ１２頁岩打製石鏃２７

一括１.８０３０.５１.８５３.５－Ｊ１０黒曜石（上牛鼻）打製石鏃２８

６９９未製品０.８８７０.４１.１１.８ⅢＣ５黒曜石（上牛鼻）打製石鏃２９

一括先端部０.３８１０.３１.１１.４ⅠＤ５安山岩打製石鏃３０

一括先端部０.９７０.２５０.８０.８５ⅠＤ４黒曜石（腰岳）打製石鏃３１

６９０未製品１.１５７０.３１.６２.２ⅣＤ５黒曜石（針尾）打製石鏃３２

一括０.７２５０.３１.８２.３表層－頁岩磨製石鏃３３

５８００.８７６０.５５１.２１.６ⅢａＣ６黒曜石（上牛鼻）くさび形石器３４

２３

５１０２.５３４０.９１.４３.１ⅢｂＣ６黒曜石（上牛鼻）石槍３５

一括１６.６５５１３.１５.４ⅠａＨ５チャート石匙３６

５４８７.５６７０.８２.８４ⅢｂＣ６黒曜石（上牛鼻）石匙３７

５２４８.４７３０.９２.３４ⅢａＣ６安山岩スクレイパー３８

６９１６.７８１２.７５３ⅢａＤ４黒曜石（上牛鼻）スクレイパー３９

７２０４.４６３０.７２.５２.９ⅤＣ６黒曜石（上牛鼻）スクレイパー４０

７０５７.６６１１２.５４.４５ⅢＣ５黒曜石（上牛鼻）使用痕のある剥片４１

２２３５３.０９１２.４２.９６.８ⅡＬ６砂岩敲石４２

３４８３９.５３１２.２４.２３.５ⅡＬ５砂岩磨石４３

一括２７.１２３１.１５４.６４.２ⅠｂＩ５安山岩石皿の欠片４４

２９０９４５６.１１０１２.５ⅡＬ５安山岩石皿の欠片４５
２４

５６１３１００３１９.３３０.３ⅢＣ６安山岩石皿４６
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　弥生時代の遺物は数点出土しているが，遺構は検出されなかった。出土区，層はまちまちで，い
ずれも小破片である。
��

　数点出土したなかの１点を図示する。４７は小破片ではあるが，壺形土器の肩部片と考えられる。
４条以上の微隆起突帯を有する。黄褐色を呈し，胎土に角閃石が含まれる。

��������	
�

　本遺跡では，古墳時代の遺構は検出されなかったが，成川式土器と思われる遺物が出土した。
出土点数は少なく，小破片が多かった。
��

　古墳時代の土器の出土分布は谷部北側（ＧＨ－４・５区付近）に集中している。Ⅰ・Ⅱ層を中心
に出土しているが，Ⅰ層とⅢ層から出土した遺物が接合したものやⅢ層からの出土遺物もあり，周
辺台地からの流れ込みも考えられる。出土遺物の多くは小破片であり，形状を判別することができ
なかったが，そのうち１１点を図示した。
����（４８～５３）
　４８・４９は同一個体の可能性があり，屈曲部径３３�で「く」の字状にくびれた口縁部をもつ甕形土
器の破片である。屈曲部に断面三角形の突帯を貼りつけている。突帯下部には左上から右下への斜
方向にハケメ調整を施している。外面の色調は茶褐色で，内面は灰黄褐色を呈す。胎土には石英や
角閃石粒が多く見られ，焼成良好である。
　５０～５３は甕形土器の脚台部分である。５０は甕形土器底部に斜め下付近に貼付く脚台で脚台径９．４
�である。脚台内外面とも丁寧なナデで仕上げており，明赤褐色を呈す。胎土には細かい軽石や石
英粒が見受けられる。５１は摩滅がはげしく，調整が不明瞭ではあるが，脚台内面にはヘラナデの痕
が見られる。
　５２は焼成が良好でどっしりとしているが，摩滅・剥落が著しく，調整が観察できない。胎土には
角閃石が多く見られる。５３は脚台の欠損した底部片である。石英や角閃石の粒子を多量に含み，茶
色石粒も見られる。
����（５４～５８）
　５４～５６は胴部片で，焼成，胎土，器面の色調，形状から同一個体の壺と思われる。体部に丸みを
帯び，幅３�程の微隆起の突帯を有す。５４や５５の突帯下部には斜方向のハケメが見られ，内面は丁
寧なナデを行っている。胎土には石英粒が見られる。５５は内面に整形時の指圧痕を有す。５７は太い
刻目突帯を有する胴部片である。突帯下部にわずかではあるが，横になでた形跡が見られる。橙色
を呈し，胎土には石英粒が見られる。５８は突帯を有す胴部片である。突帯には斜方向の浅い刻み目
が施してある。摩滅がはげしく，小破片のため形状は不明である。



－３６－

��������	
��
��

��������	
��
���

備　　考調　整色　調胎土層出土区部位器　種
遺物
番号

挿図
番号 内面外面内面外面

微粒起突帯ナデナデにぶい黄褐にぶい黄褐角閃石－ＧＨ４・トレンチ肩部壺４７

２５

ナデナデ灰黄褐茶褐石英・角閃石ⅡＨ５頸部甕４８

ナデナデ灰黄褐茶褐石英・角閃石Ⅰｃ・ⅢＩ５頸部甕４９

横ナデナデ明赤褐明赤褐軽石・石英ⅠＨ４底部甕５０

ナデナデにぶい褐明赤褐石英ⅠｃＪ８底部甕５１

ナデナデにぶい黄褐にぶい黄褐角閃石ⅠｂＧ４底部甕５２

ナデナデにぶい橙にぶい橙石英・角閃石－Ｆ４底部甕５３

ナデナデ・ハケメ明赤褐明赤褐石英Ⅰｃ・Ⅱ・ⅢＨ４・５Ｇ３胴部壺５４

ナデ・指圧痕ナデ明赤褐明赤褐石英ⅠｃＨ５胴部壺５５

ナデナデ明赤褐明赤褐石英Ⅰｃ・ⅡＨ６胴部壺５６

ナデナデ橙橙石英ⅠｃＨ６胴部壺５７

ナデナデ灰黄褐浅黄橙石英－Ｈ５胴部壺５８
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　調査区西側より土坑１基，東側斜面よりⅢ層上面において土坑１６基・焼土跡７か所を検出した。
造成による削平で包含層の残存状況はよくない。特にＬ－６区では土坑がまとまって検出され，周
辺の土は褐色であった。これらの遺構には土師器を多く伴うものも見られ，出土遺物の対比から古
代のものと考えられる。いずれも覆土に大差なく，何らかの関連をもつ同一時期の遺構と思われる。
ただ，これらがまとめて１つの遺構とするには配置や繋がりに何ら関連がみられず疑問が残る。
�����

　長径約４５�のものから３ｍ弱のものまで計２３基検出された。そのうち焼土を伴う土坑がＬ－５・
６区から７基（１８～２４号土坑）検出された。焼土壁を伴う土坑として活用されたのではなく，崩さ
れた焼土塊が土坑に遺棄してあるものと考えられる。それらの断面は分層できなかった。Ｌ－６区
から検出された焼土を伴う土坑は全て遺物を伴っている。出土遺物のほとんどが土師器であり，黒
色土器や石器も見られた。検出面，平面形状，長径，短径，深さ，埋土，出土遺物については計測
表にて記し，主なものだけの記述とする。
����

　Ｄ－４区，Ⅲ層上面から検出された。楕円形を呈す３号土坑と近接する。土坑東部分は調査区外
だったため，その先の形状は不明である。埋土は，黒色土が主であるが，端にしまりの悪い濁黄色
土を確認した。遺物は共伴しない。
����

　平面形はほぼ円形を呈し，２か所の落ち込みを伴う。長径５８�×短径５６�，深さ１０�弱である。
出土遺物は２点で，図化できたのは１点であった。６７は甕の把手部分である。半円状で，橙色を呈
す厚さ約２�のものである。丁寧なナデ調整を施す。
�����

　長径２５０�×短径１２０�で楕円形を呈す。やや傾斜した面からの検出であり，深さ１２�とやや浅い。
埋土は黒褐色でパミスを含み，周辺の土と類似している。土坑内からは８点の遺物が出土している
が，図化できたのは３点である。６９・７０は土師器の甕である。外反する口縁部片で口径１７�前後に
復元できる。両方とも橙色を呈し，外面に煤の付着が見られる。７０は内面の頸部近くを粗く削り，
その他はナデ調整される。７１は内面のみを黒く燻した黒色土器Ａ類の体部である。体部はほぼ直線
的に立ち上がる。内面に横方向のミガキが施される。
�����

　平面形状は楕円形を呈し，長径２４４�×短径８８�，深さ１２�である。１３号土坑，２２号土坑，２３号
土坑と近接しており，１４号土坑を切っている。埋土は黒色でパミスを多く含む。遺構内からは遺物
が多数出土した。５９は土師器の甕の口縁部片である。短い口縁部が外反し，端部は断面四角形を呈
す。丁寧な面取りを行う。胎土には石英粒や１～２�大の軽石の粒子が多く見られる。６０～６２は黒
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色土器Ａ類で内面のみが黒く燻され，ミガキが施される。いずれも口縁端部で外反し，口径８�～
１０�である。６３～６５は赤色土器である。６３は口径１３．５�，高台径６．６�，器高６．２�の である。太
めの高台から体部が直線状に外上方に立ち上がる。底部の器壁は厚く，内面の赤色顔料は所々剥が
れ落ちている。内面半分には煤が付着する。６５は高台径６．３�の で，「ハ」の字状に開く高台を有
する。内面は摩滅・剥落が著しく，観察できない。高台内面に赤色の顔料が塗布されるが，剥落が
目立つ。６６は軽石である。擦られた痕跡を残す。
�����

　長径６８�×短径５２�，深さ２０�で，ほぼ円形を呈す。焼土を伴い，周辺の土色と酷似する。拳大
の軽石が３点出土したが，加工痕は認められなかった。
�����

　Ｌ－６区で検出された。被熱したと思われる土が硬化し，所々赤橙色を呈している。焼土の範囲
は不定形で検出面から２０�の深さである。長径１６６�×短径８６�，楕円形を呈す。土坑内からは主
として土師器や軽石が多く出土した。７５は復元口径１５�弱の土師器の口縁部である。内弯気味に立
ち上がった体部は，口縁部近くで外反する。内外面とも丁寧なナデの調整が施される。焼成は軟質
で甘く，浅黄橙色を呈す。７６は断面三角形の高台を有する黒色土器Ａ類の底部である。内面のみが
黒く燻されるものである。内面のミガキは風化が著しいため明らかではないが，体部下半のナデ調
整は観察できる。７７は３１．２�に復元される大型の火舎の口縁部である。焼成が甘く，粉質である。
上半は浅黄橙色であるが，下半に向かうにしたがって橙色となる。頸部下は下から斜上への粗い削
りがなされるが，口縁部内外面はナデの調整で仕上げる。７８は安山岩製の磨石である。長径１０�，
短径８�，厚さ４．５�である。表面と側面に敲打痕を確認する。７９は軽石製品である。長径９�，
短径４�，厚さ４�のほぼ長方形を呈す。平坦をなす面には整形時の加工痕が残る。
�����

　焼土の範囲は長径６４�×短径５２�に及び，検出面から１６�の深さまで焼土を含む。円形をなし，
埋土は赤橙色を呈す。土坑の底は平坦で，壁の立ち上がりは直に近い。土師器を主とした遺物の出
土がみられたが，そのうちの５点を図化する。８０・８１は土師器の坏か の口縁部片である。８０は復
元口径１３．５�で，体部が外反気味に立ち上がる。８１は直状に立ち上がり，口縁部が僅かに肥厚する。
両方とも内外面とも丁寧なナデ調整が施され，硬く焼き締まる。８２は口径２１�に復元できる土師器
の甕の口縁部である。屈曲部下を横方向の粗いヘラ削りで調整し，弱い稜をなす。また，丸味を帯
びた口唇部もヘラで調整してある。口縁部内面と器面は横ナデで調整しており，一部横方向のハケ
メの痕跡がうかがえる。外面は火熱を受けたため赤化し，煤の付着が見られる。きわめて硬質に焼
成される。８４は内面のみ赤色顔料が塗布される赤色土器片である。復元口径１３．５�で内外面ともに
丁寧なナデ調整が施され，外面には煤が付着する。
�����

　長径１００�×短径７２�で，ほぼ円形に近い土坑である。検出面から２８�の深さまで焼土を厚く含
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む。８５は土師器の口縁部片である。体部は直線状に立ち上がり，口縁部の器肉は薄くなる。焼成は
やや軟質で，浅黄橙色を呈す。８６は土師器の甕の口縁部片である。口径１９�に復元できる。断面四
角形の角張った口唇部はヘラナデで調整され，その中央部には僅かな窪みが観察できる。胎土には
角閃石粒が多く含まれ，堅緻に焼成される。
�����

　Ｌ－６区において２４号土坑と近接した場所で検出された。１８号土坑と重複するが，前後関係は不
明瞭である。埋土は黒褐色で深さ２８�を呈す。遺物は４点出土し，その中の１点を図示する。８７は
土師器の甕で，３０�に復元できる大型のものである。頸部で屈曲し，口縁部は平坦をなす。頸部下
は下から上への縦方向の粗い削り，それ以外はナデで調整される。胎土は砂粒を多く混じえ，器表
に浮き出す。内面はにぶい赤褐色，外面には煤が厚く付着しており，暗褐色を呈す。
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備考共伴遺物深さ（�）短径（�）長径（�）平面形状層出土区遺構挿図
番号

２０８０－－ⅢＤ４２号土坑２７ １０５５１３５楕円形ⅢＤ４３号土坑
５８４８６４円形ⅢＫ５４号土坑

２８

土師器２０４８６４円形ⅢＫ５５号土坑
１６４０６２楕円形ⅢＫ６６号土坑
２０４０５４円形ⅢＫ６７号土坑
１２４８５４円形ⅢＫ６８号土坑
１０３４８８楕円形ⅢＬ５９号土坑
１４３２４０円形ⅢＬ５１０号土坑

土師器２４７２８４円形ⅢＬ６１１号土坑

２９
１２６８７０円形ⅢＬ６１２号土坑

土師器，黒色土器１２１１８２５２楕円形ⅢＬ６１３号土坑
黒色土器８６４－－ⅢＬ６１４号土坑
土師器２０７６２１８楕円形ⅢＬ６１５号土坑
土師器，黒色土器，赤色土器，軽石製品１２８８２４４楕円形ⅢＬ６１６号土坑３０
土師器８６６１５０楕円形ⅢＬ６１７号土坑

３１

土師器深４４浅２０６４１１４楕円形ⅢＬ６１８号土坑
焼土を伴う２２５６６６円形ⅢＬ５１９号土坑
焼土を伴う軽石２０５２６８円形ⅢＬ５２０号土坑
焼土を伴う１６２２４８楕円形ⅢＬ５２１号土坑
焼土を伴う土師器，黒色土器，火舎，石器，石製品２０８６１６６楕円形ⅢＬ６２２号土坑
焼土を伴う土師器，黒色土器，赤色土器１６５２６４円形ⅢＬ６２３号土坑
焼土を伴う土師器２８７２１００円形ⅢＬ６２４号土坑３２ 焼土を伴う土師器２８－－－ⅢＬ６２５号土坑

��������	�
���

備考法　量調整内面色調外面色調層出土区遺構器種種別遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁部－－－２１.６横ナデ横ナデ灰褐にぶい褐－Ｌ６１６号土坑甕土師器５９

３０

口縁部－－－１５.４ミガキ横ナデ黒にぶい黄橙－Ｌ６１６号土坑 黒色土器６０
口縁部－－－１２.４ミガキ横ナデ黒にぶい黄橙－Ｌ６１６号土坑 黒色土器６１
口縁部－－－１２.５ミガキ横ナデ黒浅黄橙－Ｌ６１６号土坑 黒色土器６２
口縁部～底部６.３６.４５－１３.６ナデ横ナデにぶい赤褐にぶい橙－Ｌ６１６号土坑 赤色土器６３
口縁部・煤付着－－－１３.４横ナデ横ナデ橙橙－Ｌ６１６号土坑 赤色土器６４
底部－６.３－－横ナデ横ナデ浅黄橙橙－Ｌ６１６号土坑 赤色土器６５

長径４.７�　短径３.８�　重さ１３.４１ｇ－－浅黄浅黄－Ｌ６１６号土坑－石製品６６
把手－－－－ナデナデ橙橙ⅡＫ５５号土坑甕土師器６７

３２

－－－１９ナデナデ明赤褐褐－Ｌ６１１号土坑甕土師器６８
口縁部－－－２７.２ナデ・ケズリナデ橙橙－Ｌ６１３号土坑甕土師器６９
口縁部－－－２４.６ナデ・ケズリナデ明褐橙－Ｌ６１３号土坑甕土師器７０
胴部～底部－－－－ミガキ横ナデ黒浅黄橙－Ｌ５・６１３号土坑 黒色土器７１
口縁部－－－１３.４ミガキ横ナデ黒にぶい黄橙－Ｌ６１４号土坑 黒色土器７２
口縁部－－－２３.８横ナデ横ナデにぶい赤褐にぶい赤褐－Ｌ６１５号土坑甕土師器７３

－７.８－－－－浅黄橙浅黄－Ｌ６不明 土師器７４
口縁部－－－１４.２横ナデ横ナデ浅黄橙にぶい黄橙－Ｌ６２２号土坑－土師器７５

３３

底部－６.６－－ミガキ横ナデ暗灰黄橙－Ｌ６２２号土坑 黒色土器７６
口縁部－－－３０.８横ナデ横ナデ浅黄橙橙－Ｌ６２２号土坑－火舎７７

長径１０㎝　短径８㎝　最大厚４.５㎝　重さ６１０ｇ－－－－－Ｌ６２２号土坑磨石石器７８
長径９.３㎝　短径５.８㎝　重さ６３.２９ｇ－－浅黄浅黄－Ｌ６２２号土坑－石製品７９

口縁部－－－１３.６横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙－Ｌ６２３号土坑－土師器８０
口縁部－－－１１.８横ナデ横ナデ橙明黄褐－Ｌ６焼土

１・焼土２２３号土坑－土師器８１
口縁部－－－２６.６横ナデ・ケズリ横ナデにぶい黄橙明赤褐Ⅱ・ⅢＬ６２３号土坑甕土師器８２
口縁部－－－－ミガキ横ナデ黒浅黄－Ｌ６２３号土坑 黒色土器８３
口縁部－－－１３.５横ナデ横ナデ浅黄橙にぶい黄橙－Ｌ６２３号土坑 赤色土器８４
口縁部－－－１１.６横ナデ横ナデ浅黄浅黄橙－Ｌ６２４号土坑－土師器８５
口縁部－－－９.０ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙－Ｌ６２４号土坑甕土師器８６
口縁部・煤付着－－－３０.０横ナデ・ケズリ横ナデにぶい赤褐暗褐－Ｌ６２５号土坑甕土師器８７
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　数多くの土器が出土した。土師器をはじめ，須恵器が主である。須恵器は破片資料が多かったが，
接合や復元により，口径約２５�，張り出す肩部最大径５１�の大甕の存在も明らかになった。その他，
黒色土器，赤色土器，須恵質土師器，特殊遺物，土製品がある。
������

　各区から土師器は多量に出土した。最も集中したのは調査区中央部であった。いずれも小破片で，
完形品はなかった。坏， ，甕，鉢がある。
�（８８～９９）
　８８・８９は底部から口縁部までのもの，９０は胴部片，９１～９９は底部である。ただ，９５～９９の底部は
厚くなっているが，南九州でよく見られる充実高台と呼ばれるものとは若干異なる。意識的に高台
状に作られたのではなく，底部切り離し，または調整する際に厚くなったものと考えられる。８８・
８９は底径に差はあるが，傾きは似る。両方とも摩滅が著しいが，底部のヘラ切り痕，内面のナデ調
整が観察できる。９０は底部中心を欠損しているが，僅かにヘラ切り痕が残る。浅黄橙色を呈し，焼
成は甘く，軟質である。９１，９２の法量は似る。９１は角張る底部から調整時についたと思われる屈曲
部を有し，立ち上がる。９２，９３は底部から丸味を帯びながら立ち上がり，内面見込みにはナデによ
る丁寧な調整が見受けられる。胎土には１�大の石英粒を含む。両方とも硬く焼き締まる。９５～９７
の底部形状は酷似しており，外底はヘラ切り離し後，ナデ調整される。体部下半，内面にも指ナデ
による調整が施される。底径５�前後である。９８は低い高台状の底部を有すが，外面の調整は粗い。
９９は摩滅が進み，調整を不明瞭にする。底部から約１�ほど斜上方に立ち上がり，更に外方へ屈曲
する。坏の類に入れてはいるが，他の器種の可能性もある。
 （１００～１３９）
　出土した は器形により大きく６類に分類できる。
　　 Ⅰ類（１００～１０５）………体部は直線状に開き，深さがある。口径は９�～１３．５�。
　　 Ⅱ類（１０６～１１３）………Ⅰ類より直線状に大きく開き，浅い。口径１２�～１５�程度。
　　 Ⅲ類（１１４～１１５）………体部が内弯する。
　　 Ⅳ類（１１６～１２１）………口縁端部が僅かに外反する。
　　 Ⅴ類（１２２～１２５）………Ⅰ類より大きく外反する。
　　底部類（１２６～１３９）………底部一括
　１００～１０２は似た法量のものである。いずれも丁寧なナデ調整で仕上げる。１０７は橙色を呈し，堅
緻に焼成される。胎土に茶色石粒を含み，器表に多く見られる。１１１は直線状に立ち上がる体部を
内外面とも丁寧な横ナデで調整している。緻密な胎土を用い，器壁を薄く仕上げた精良なものであ
る。体部下半に煤付着を確認する。１１５は丸味を帯びた体部が内湾気味に立ち上がるが，体部中位
から器壁が急に薄くなり，口縁付近で若干厚みを増す。とても丁寧なナデ調整により仕上げる。
１１６は口縁部内外面に厚い煤が固着する。灯明器の可能性が高い。１１８は口縁部近くを強く横ナデす
ることにより，若干の稜を生じさせる。１２２～１２４は焼成が良好で，器肉を薄く精良に仕上げる。
　底部は，脚長の高台を有するもの（１２６～１２８），「ハ」の字状に開く高台を有するもの，短い高台
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を有するもの（１３１・１３２），摩滅・剥離が著しく，調整を不明瞭にしているもの（１３３～１３９）に分
けられる。
�（１４０～１５９）
　甕は大きく６類に分類できる。口縁部が平坦をなすもの（１４０～１４２），屈曲が強く，口縁部が開
くもの（１４３～１４８），頸部からなだらかに屈曲し，「く」の字状を呈すもの（１４９～１５４），口縁部が
直線状に立ち上がるもの（１５５・１５６），底部（１５７・１５８）である。１４０は口径１７．４�に復元される小
型の甕である。口縁部下からＬ字状に屈曲し，口縁の端部を外方に引き出し，上面を平坦にしてい
る。内面胴部は粗い削り，その他は横ナデの後，指頭によるナデ調整を行う。僅かながら歪みがみ
られる。１４１は小破片であるが，口縁端部が大きく外反し，端部が１�程度平坦をなす。丁寧な横
ナデの調整で，きわめて硬質に焼成される。１４２は口縁端部は欠損しているが，口縁部を直に屈曲
させ，上面をヘラで平滑に仕上げる。内外面ともハケメ・指頭痕が観察できる。１４３は長胴の胴部
を有す口径１８�に復元される甕である。内面頸部下は斜位の削り，他は横ナデにより丁寧に調整さ
れる。胎土に石英粒，角閃石粒，軽石粒が多く含まれる。１４４・１４５は内面頸部の屈曲部に横方向の
ヘラ削りを行うことで強い稜を巡らす。１４７は口径１６．８�に復元される甕口縁部の小片である。僅
かに肥厚する端部を丸味をもった形におさめている。１４６～１４８の外面には煤付着を確認する。１４９
と１５０の器形は似ている。１４９の調整は，内面頸部下が斜位のヘラ削りを施すが，内面口縁部と外面
は横ナデで仕上げられる。硬質に焼成され，にぶい橙色を呈す。１５３は精良な胎土を用いて作られ，
堅緻に焼成されている。口縁部の内外を横ナデで仕上げている。１５６は厚い器肉の口縁部内外に横
方向のハケメが残り，橙色を呈す。１５８は底径９�に復元でき，内面は横方向の削りで調整し，器
面をヘラによるナデで仕上げている。胎土には５�弱の軽石粒を多く見受ける。
�（１５９）
　鉢は１点のみの出土である。内面は斜位のヘラ削り，外面はナデ調整される。硬質に焼成され，
橙色を呈し，一部分に煤が付着する。口縁部は断面四角形を呈し，口唇部は横方向にヘラで平滑に
仕上げる。
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　内面のみが黒く燻される黒色土器Ａ類が出土している。調査区東部や南部からの出土がほとんど
を占める。小破片が多く，図示できたのは８点であった。全て である。
　１６０・１６１は体部が丸みをもって立ち上がり，口縁部が外反するものである。１６０は小破片のため
はっきりしないが，復元口径１３．８�と大きい。外面調整は横ナデ，内面調整は横方向を基調とし，
上から斜方向にミガキを行っている。１６１の外面には煤が付着している。内面の外反した口縁部分
には横方向のミガキ，それより下部は縦方向のミガキによって仕上げている。
　１６２の体部は直線的に立ち上がり，外面はにぶい黄橙色を呈す。口縁上部は横方向のミガキ，そ
れより下は斜方向のミガキを行っている。
　１６３と１６４は胴部片である。１６３の内面は薄い灰色を呈し，胎土の色調が所々にみられる。丁寧な
ミガキによって仕上げ，工具痕を残していない。焼成はやや軟質である。１６４は摩滅が激しいが，
器壁は厚い。内面色調は，黒味を帯びた橙色を呈す。僅かに横のミガキが確認できる。
　１６５～１６８は底部である。１６５・１６６の高台は「ハ」の字状に開く。１６５の胎土は精良緻密で焼成も
良好である。見込み部分の黒色は剥げかかっている。１６６の高台は１６５より開き，高台先端部は平坦
をなす。内面は丁寧なミガキによって仕上げている。焼成はやや甘い。１６８の高台内外面は横ナデ
されており，浅黄色を呈す。内面の体部下半には横のミガキ，体部中位より上には斜方向のミガキ
が施されている。高台先端部が欠損しているため，形状は不明であるが，高い高台を有するものと
考えられる。
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備　考法　　量調　　整内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁部－－－１６.５ミガキ横ナデ黒浅黄橙ⅡＫ５ １６０

３７

口縁部－－－１１.０ミガキ横ナデ黒にぶい黄橙ⅠｂＧ５ １６１
口縁部－－－１４.０ミガキ横ナデ暗灰にぶい黄橙表土一括Ｈ１０ １６２
胴部・石英粒－－－－ミガキ横ナデ灰オリーブ浅黄ⅡＩ５ １６３
胴部－－－－ミガキ横ナデにぶい黄褐にぶい黄橙Ⅱ下Ｉ１１ １６４
底部－７.２－－ミガキ横ナデ黒浅黄ⅡＬ６ １６５
底部－７.６－－ミガキ横ナデ黒浅黄ⅡＫ５ １６６
底部－７.４－－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅢＨ６ １６７
底部－－－－ミガキ横ナデ暗灰浅黄橙Ⅰｂ・ⅡＩ４ １６８



－５３－
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　内面に赤色顔料を塗り込んだもので，小破片が多く，摩滅の激しいものが目立った。そのなかの
１５点を図示する。全て であり，ほとんどの外面色調は浅黄橙色を呈す。出土位置は，調査区東部
に集中している傾向にある。
�

　器形により４類に区分する。
����（１６９～１７２）
　底部から直線的に外上方にのびる口縁をもつ類である。１６９は口径１４�，底径８�，器高５．５�で
ある。「ハ」の字状に開き，すっとのびた高台を有す。全体的に歪み，口縁部は波打った感がある。
内面には橙色の顔料が丁寧に塗布されており，胎土には多くの茶色石粒が見受けられる。体部下半
には大きな段があり，高台を貼り付ける際のナデ調整によるものではないかと考えられる。１７１は
復元口径１３．８�で１６９とほぼ同じ法量である。内外面とも摩滅が激しく，内面の顔料は所々剥がれ
落ちている。外面にも薄く所々に赤色顔料がみられるが，全体に塗布したものなのか垂れたものな
のかは判別不能である。胎土には１～２�大の茶色石粒や石英粒もみられる。１７０と１７２は復元口径
１６�弱の大きな である。両方とも小破片ではあるが，内外面ともナデ調整が施されており，内面
は鮮やかな橙色を呈す。
����（１７３・１７４）
　Ⅰ類より比較的深さをもつ２点である。１７３は摩滅が激しく，小破片であるため径の信頼性は低
いが，復元口径１６．４�の大きな である。胎土には黒色の微粒子や石英粒，茶色石粒もみられる。
焼成は良好だが，やや粉質である。１７４は復元口径１２�である。胎土には１７３同様，黒色の微粒子が
多くみられる。器壁が厚く，口縁部は丸味を帯びる。摩滅が激しいが，内外面ともナデ調整に沿い，
明赤褐色の顔料が残る。
����（１７５・１７６）
　体部は丸味をもつが，若干外反する口縁部をもつ。１７５は器壁が厚く，口径約１６�である。外面
は浅黄橙色を呈し，多くの茶色石粒が見受けられる。内面の赤色顔料は厚く丁寧に塗布されている。
外面には顔料の垂れが見受けられる。内面は斜方向のミガキ，外面は横ナデによって調整されてい
る。また，体部中位には調整時に付いたと思われる段を有す。焼成も良好で焼き締まっている。
１７６は口唇部手前で外側に薄く積み上げられる。内面の一部にしか赤色はみられない。
����（１７７～１８０）
　いずれも「ハ」の字状に開くが，細く長いもの（１７７・１７８）と厚く短いもの（１７９・１８０）がある。
１７７は摩滅が激しく，残りはよくない。ただ，焼成は良好で硬く，内面見込み部分は丁寧なミガキ
により調整してある。１７８は内外面に煤が付着しているが，欠けた部分の付着もみられるため，二
次的に火熱を受けたのではないかと考える。内外面とも丁寧なナデが施されてある。内面の１～２
�大の石英粒が目立つ。



－５４－

　１７９は内外面ともナデ調整が丁寧にされているが，軟質で焼成が甘い。内面は薄くなった橙色を
呈す。底部内面にも僅かに赤味を帯びた部分が確認できるが，判別不能である。１８０は摩滅が激し
く，高台と立ち上がりの部分が僅かに残る。粉質で焼成が甘い。内面見込み部分に顔料がみられる。
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備　考
法　　量調　　整

内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁～底部５.７７.６－１３.８ナデナデ明赤褐にぶい橙Ⅱ・ⅢＨ６ １６９

３８

口縁部－－－１５.６ナデナデ橙浅黄橙Ⅱ・ⅢＬ６ １７０
口縁部－－－１３.８ナデナデ浅黄橙にぶい黄橙ⅡＫ５ １７１
口縁部－－－１５.４ナデナデ橙浅黄橙ⅡＩ６・Ｇ４ １７２
口縁部－－－１６.５ナデナデ明赤褐浅黄橙Ⅲ一括Ｉ１０ １７３
口縁部－－－１１.８ナデナデ浅黄橙浅黄橙ⅡＫ６ １７４
口縁部－－－１５.９ナデナデ明赤褐橙ⅢＨ６ １７５
口縁部・茶粒－－－１３.２ナデナデ浅黄橙にぶい黄橙ⅡＧ４・南北Ｔ １７６
底部－８.８－－ナデナデ浅黄橙橙Ⅰ５トレンチ １７７
底部－８.６－－ナデナデ橙にぶい黄橙ⅡＨ５・Ｉ６ １７８
底部－６.０－－ナデナデ橙橙ⅡＫ５ １７９
底部－８.１－－ナデナデ橙浅黄橙Ⅱ一括Ｈ４ １８０
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　本遺跡から出土した須恵質土師器は６点でその全てを図示する。ここでの須恵質土師器とは，高
度で堅緻に焼成されたと思われる土師器をいう。６点とも薄い橙色を呈す。以下，器種に分けて説
明する。
�（１８１～１８３）
　１８１～１８３は坏である。底部にヘラ切り痕を有す。１８１は大きく歪み，口縁部はほぼ楕円形をなす。
底部内外面に大きなヒビが見受けられ，胎土には１～２�大の石英粒を含む。器肉が薄く，底部か
ら緩やかに外反する。器の内外面には横方向のナデ整形痕が見られる。１８２は口径１２�，底径６．５�，
器高約４．５�で，内外面ともナデ調整が施されている。底部外面に灰色を呈す部分が見られる。
　１８３は坏の底部である。底径約６�で底部外面にヘラ切り後，指でナデた痕跡を残す。胎土には，
５～６�大の軽石粒や石英の微粒子が見られる。焼成は良好だが，細かいひび割れが所々に見受け
られ，内面に煤付着を確認する。
�（１８４）
　１８４は の底部である。高台が「ハ」の字状に開き，中位から先端部にかけて丸みをもつ。高台
付け根よりすぐ上に屈曲部を残し，そのまま直線的に立ち上がろうとしている。胎土は緻密で細か
く，焼成は非常に良好で硬く焼締まっている。内外面とも丁寧なナデ調整が行われている。
����（１８５・１８６）
　１８５と１８６は口縁部であるが，器種不明のものである。１８５は直状に立ち上がり，口縁端部を薄く
つまみ上げる。１８６は浅く，内外面ともに丁寧な横ナデがされている。
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備　考
法　　量調　　整

内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁部～底部５.１－６.８１３.５ナデナデ橙にぶい橙Ⅰｃ・ⅢＨ３・４坏１８１

３９

口縁部～底部４.７－７.２１３.７横ナデ横ナデにぶい橙橙Ⅰａ・ⅢＨ５・Ｉ６・７坏１８２
底部・煤付着－－５.８－ナデ横ナデにぶい橙橙ⅡＩ６坏１８３
底部－７.４－－横ナデ横ナデにぶい橙橙ⅠｂＨ５・Ｉ７ １８４
口縁部－－－１２.４横ナデ横ナデ明赤褐赤褐ⅡＩ８坏か １８５
口縁部－－－　９.８横ナデ横ナデ灰褐にぶい赤褐Ⅰ一括Ｇ４坏か １８６
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　須恵器は主に調査区中央部から多く出土しており，甕・壺・鉢がみられた。遺物の多くはⅠ・Ⅱ
層で出土しているが，表土一括で取り上げられたものもあるため，層は不安定と考えられる。
�（１８７～２０１）
　１８７・１８８は甕の口縁部である。１８７は復元口径２５�程の頸部から外反する口縁部をもつ大型の甕
である。頸部から肩部にかけて大きく開き，肩部付近で直状にすぼまる。同一個体と思われる小破
片が十数点あったが接合不能であった。１８８は張り出す肩部から短い頸部が垂直気味に立ち上がり，
すぐに外側に開く。口唇部は丸味を帯びず，直状を呈す。２点とも外面に平行状タタキ痕，内面に
は同心円状当て具痕が見られる。
　１８９・１９０は胴部であるが，若干頸部を有す。口縁部形態については不明である。１８９は１８７同様，
大型の甕であるが，短い頸部が直状に立ち上がる。頸部内面にはナデ調整の上に指圧痕がみられる。
外面は灰色で内面は赤味がかった灰色を呈す。器面に長格子状タタキ痕，内面に同心円状当て具痕
を残す。１９０の頸部内面は丁寧なナデ調整を行い，外面は平行状タタキ痕，内面は同心円状当て具
痕が残る。
　１９１～２０１は甕の胴部である。１９１・１９２は色調，胎土，焼成から同一個体と思われる。両点とも外
面に長格子状タタキ痕，内面には平行状当て具痕がやや斜方向に残る。１９６・１９４は色調，タタキ痕
は似ているが，内面の当て具痕，胎土等から別個体のものと思われる。全体的に明赤褐色を呈す。
１９６の下方は器壁が厚くなっており，ケズリも粗いため，甕の底部に近い可能性が高い。器面に平
行状タタキを様々な方向に組み合わせた痕が残り，内面には太い平行状の当て具痕が残る。焼成は
良好である。１９４の器面は光沢を帯びる。胎土に含まれる成分によるものではないかと考える。５
点の破片が接合されたものだが，かなりの歪みがみられる。甕の一番膨らみをもつ部分と考える。
上部付近には自然釉がかかっている。１９７の内面下部はハケナデ調整によって当て具痕はほとんど
消されているが，内面上部には同心円状当て具痕が残る。１９８の外面は土師器様の色調を呈す。摩
滅が激しいが，所々に平行状のタタキ痕が見受けられる。１９７同様，内面下部は丁寧なナデ調整が
行われているが，上部には同心円状の当て具痕が残されている。２００は外面のタタキ痕をハケナデ
調整によってほとんど消している。外面色調は縞状を呈す。１９９・２０１の外面には正格子状タタキ痕，
内面に同心円状当て具痕が残る。ただ，２０１の内面には平行状の当て具痕もみられる。
�（２０２～２１１）
　２０２は復元口径１５�の壺である。直状に立ち上がる胴部が肩部で内側に屈曲し，頸部からのびた
口縁部下で「く」の字状になり，さらに外反する。口唇部は平坦をなす。自然釉がかかり，黄色味
を帯びる。内面は丁寧なナデ調整がされている。２０３はほぼ垂直に立ち上がる頸部から口縁部が外
反する。内外面ともナデ調整が施されている。また，内面には自然釉が見受けられる。２０４・２０６は
肩部である。２０４の外面下には横方向のタタキ痕が残るが，上方はナデによって消されている。し
かし，張り出した肩付近に放射状のタタキ痕が見受けられる。内面には指圧痕が残る。２０６は内外
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面とも灰色を呈し，丸味を帯びた肩を有する。肩部上方では丁寧な横のナデ調整がなされ，下方に
は縦のハケメ痕が残る。２０５は胴部である。外面に斜方向の長格子状タタキ痕が残り，内面はヘラ
ケズリのあとナデ調整がされている。胎土は緻密で焼成良好である。
　２０７～２１１は底部である。２０７は底部から外上方に立ち上がる。胎土に黒い粒子を含み，小さく空
洞をつくる。内外面ともに丁寧なナデ調整を行っている。２０８は僅かに残る底部から立ち上がる部
分の底部片である。小破片ではあるが，外面の丁寧なナデ調整が確認できる。２０９は直立に近い立
ち上がりで，外面には格子状タタキ痕をナデ消している。熱により赤く発色した部分や自然釉も見
受けられる。底部外面には目痕があり，重ね焼きしたことをうかがわせる。内面には輪積み痕や同
心円状当て具痕をヘラによりナデ消した痕跡が残る。２１０は底部外面に車輪文タタキ痕を残す。底
部から立ち上がる外面の一部にも車輪文タタキ痕が見受けられる。内面には自然釉がかかり，白や
茶等の斑点状になる。
�（２１２）
　鉢は１点のみの出土である。復元口径１９�で体部が外上方に立ち上がる。内外面ともナデ調整で
ある。胎土は精良緻密で焼成も良好である。口縁部付近は橙色気味に発色している。同一個体と思
われる小破片が７点出土しているが，出土箇所はばらばらである。
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　本遺跡からは墨書土器１点，刻書土器１点，器種不明１点が出土した。これらをまとめて特殊遺
物とする。
����（２１３）
　２１３は黒色土器Ａ類の口縁部片である。丸味を帯びた体部下半から直線状に立ち上がる。器面に
細めの筆致で「三依」と思われる文字の墨書を施す。内面上半は横方向のヘラミガキ，下半は縦方
向のヘラミガキを細かく行っている。また，口縁部付近に薄い煤付着を確認する。復元口径１３．６
㎝でにぶい黄橙色を呈す。
����（２１４）
　２１４は高台径７．３�の赤色土器の である。僅かにつまみ出した「ハ」の字状の短い高台を有す。
体部下半に屈曲部を有し，外反気味に立ち上がる。器肉が厚く，硬く焼き締まり，焼成は良好であ
る。赤色顔料の塗布された見込み部分には鋭利な工具で焼成，塗布後に刻書されている。「月」の
文字は確認できるが，その左上に刻書された文字は判読不能である。また，底部外面を指頭による
調整が明僚に残る。ただ，放射状の規則的な調整とはやや異なる。このような底部の調整は，本遺
跡または近隣遺跡での出土遺物に類例を見ない。
����（２１５）
　２１５は鉢形に近い器形の小破片である。体部最大径は１１．４�に復元でき，厚さ６．５�である。破片
下部は膨らみを持ち，底部近くであると考えられる。頸部から外反する部分が僅かに観察できる。
内外面とも丁寧なナデによる調整が施される。胎土に石英粒を多く含み，内面は浅黄橙色，外面は
焼成により淡赤橙色に発色する。
������（２１６～２２３）
　２１６～２２０は土師器 の底部を再利用し，中央部を穿孔した紡錘車である。２１６～２１８は７�前後で
中心部に１�弱の穿孔を有す。２１６は黒色土器Ａ類の の底部を再利用しており，側面は丁寧なミ
ガキを施す。２１７・２１８は底部のヘラ切り痕が残るが，ミガキによって調整している。２１９は他のも
のより大きめで復元径９．２�を測る。土師器底部のヘラ切り痕は確認できるが，立ち上がり部分が
若干残っており，磨かれた痕跡は不明瞭である。２２０は復元径２．７�を測る小さなものである。摩
滅・剥離が著しく，調整は明らかではない。
　２２１・２２２は底部の破損部分を転用した円盤状土製品である。２２１は高台径６．５�の の高台と体部
を粗く削り取っている。削り取る際に付いたと思われる調整を確認する。２２２は径６�の高台をき
れいに削り取っている。ただ，表面の破損が著しく，調整は不明である。
　２２３は粘土塊である。特にＬ－６区で検出された焼土遺構群の中から数点，調査区中央から多量
の粘土塊が出土した。その中の１点を図示する。粘土塊は親指大のものから拳大のものまであり，
所々に の繊維状の痕跡を観察する。
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備　考法　　量調　　整内面色調外面色調層出土区器種種別遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

底部－－５.０－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅡＫ５坏土師器８８

３４

底部，茶粒－－４.６－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅠｃＩ５坏土師器８９
底部，煤付着－－－－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅡＨ５坏土師器９０
底部－－８.１－横ナデ横ナデ黄褐黄褐Ⅰ上Ｇ４坏土師器９１
底部－－６.６－横ナデ横ナデ橙浅黄橙ⅡＩ６坏土師器９２
底部－－６.０－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙－３トレンチ坏土師器９３
底部，煤付着－－５.２－横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙表土Ｊ１１坏土師器９４
底部－－５.３－横ナデ横ナデ浅黄橙にぶい黄橙ⅡＨ５坏土師器９５
底部－－５.０－横ナデ横ナデ灰黄浅黄ⅠｃＩ６坏土師器９６
底部－－５.２－横ナデ横ナデ灰灰黄ⅠｃＩ５坏土師器９７
底部－－７.１－横ナデ横ナデ橙明黄褐ⅡＬ５坏土師器９８
底部－－５.２－横ナデ横ナデにぶい黄橙ⅠｃＨ３坏土師器９９
口縁部－－－１３.４横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅢＧ５ 土師器１００

３５

口縁部，茶粒－－－１４.３横ナデ横ナデ橙橙ⅡＩ８ 土師器１０１
口縁部－－－１３.０横ナデ・ハケメ横ナデ・ハケメ浅黄橙にぶい黄橙ⅡＫ５ 土師器１０２
口縁部－－－１０.９横ナデ横ナデ浅黄にぶい黄橙ⅠｃＩ５ 土師器１０３
口縁部－－－１０.０横ナデ横ナデ浅黄橙にぶい黄橙Ⅰｂ一括Ｈ４ 土師器１０４
口縁部－－－８.８横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅠｂＨ４ 土師器１０５
口縁部，煤付着－－－１５.８横ナデ横ナデ黄橙浅黄橙ⅢＩ６ 土師器１０６
口縁部－－－１５.０横ナデ横ナデ橙橙Ⅱ・ⅢＬ６・Ｋ５ 土師器１０７
口縁部－－－１４.４横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙Ⅰ上Ｈ４ 土師器１０８
口縁部－－－１３.５横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｃＨ５ 土師器１０９
口縁部－－－１２.２横ナデ横ナデ浅黄橙にぶい橙ⅠＧ４ 土師器１１０
口縁部，煤付着－－－１３.２横ナデ横ナデ浅黄浅黄Ⅲ一括Ｉ１０ 土師器１１１
口縁部－－－１２.０横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｃＩ７ 土師器１１２
口縁部，石英粒－－－１１.８横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙Ⅰｂ・ⅠｃＨ４・５ 土師器１１３
口縁部－－－　９.８横ナデ横ナデにぶい黄橙浅黄橙ⅡＨ５・南北Ｔ 土師器１１４
口縁部，煤付着－－－－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅡＩ４ 土師器１１５
口縁部，煤付着－－－１５.６横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅡＫ５ 土師器１１６
口縁部－－－１２.０横ナデ横ナデ浅黄浅黄ⅡＩ７ 土師器１１７
口縁部－－－１１.７横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅢＨ５ 土師器１１８
口縁部－－－１４.２横ナデ横ナデ灰白浅黄橙ⅡＫ５ 土師器１１９
口縁部－－－１２.４横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙Ⅰｂ一括Ｈ４ 土師器１２０
口縁部－－－１１.６横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄ⅢＧ４ 土師器１２１
口縁部，煤付着－－－１８.２横ナデ横ナデにぶい橙にぶい黄橙ⅠＧ４ 土師器１２２
口縁部－－－１５.８横ナデ横ナデにぶい褐にぶい黄橙ⅠＧ４ 土師器１２３
口縁部－－－１４.７横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙Ⅰｂ・ｃＨ４ 土師器１２４
口縁部－－－１０.１横ナデ横ナデにぶい褐橙ⅠＧ３ 土師器１２５
底部，煤付着－６.６－－横ナデ横ナデ浅黄浅黄橙ⅢＧ４ 土師器１２６
底部，茶粒，摩滅－７.０－－横ナデ横ナデ黄橙黄橙ⅡＩ６ 土師器１２７
底部，茶粒，摩滅－７.２－－横ナデ横ナデ橙浅黄橙－４トレンチ 土師器１２８
底部－７.１－－横ナデ横ナデ浅黄浅黄ⅢＨ６ 土師器１２９
底部－７.６－－横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅡＧ３ 土師器１３０
底部，茶粒，摩滅－６.６－－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙Ⅰ下Ｇ２ 土師器１３１
底部，摩滅－６.３－－横ナデ横ナデ浅黄浅黄ⅡＫ５ 土師器１３２
底部，茶粒，摩滅－－－－横ナデ横ナデ橙浅黄－－ 土師器１３３
底部－－－－横ナデ横ナデにぶい黄橙浅黄橙Ⅱ一括Ｉ６ 土師器１３４
底部，茶粒－－－－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙－４トレンチ 土師器１３５
底部－－－－横ナデ横ナデ浅黄浅黄ⅢＩ６ 土師器１３６
底部，茶粒－－－－横ナデ横ナデ灰白浅黄橙Ⅱ一括Ｈ６ 土師器１３７
底部，摩滅－－－－横ナデ横ナデ褐灰にぶい橙ⅠｃＨ５ 土師器１３８
底部，摩滅－－－－横ナデ横ナデ浅黄浅黄橙Ⅲ一括－ 土師器１３９
口縁部・石英・角閃石粒－－－２２.４ナデ・ヘラケズリナデにぶい黄橙橙Ⅱ・ⅢＧ５・Ｈ６甕土師器１４０

３６ 口縁部・石英・角閃石粒－－－２０.４ナデ・ケズリナデにぶい黄橙にぶい褐ⅡＬ６甕土師器１４１
口縁部・石英・角閃石・軽石粒－－－１９.２ナデ・ケズリナデ・ケズリ褐暗褐ⅡＬ６甕土師器１４２
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備　考
法　　量調　　整

内面色調外面色調層出土区器種種別遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁部・石英・角閃石・長石粒－－－２３.８ナデ・ケズリナデ明褐黄橙ⅡＨ６甕土師器１４３

３６

口縁部・石英・角閃石・軽石粒・煤付着－－－２３.８ナデ・ケズリナデにぶい黄褐橙ⅠＬ６甕土師器１４４
口縁部・石英・角閃石・軽石粒・煤付着－－－２４.０ナデ・ケズリナデにぶい褐にぶい褐ⅢＨ３甕土師器１４５
口縁部・石英・角閃石粒－－－３４.８ナデナデ暗褐暗褐ⅢＬ６甕土師器１４６
口縁部・石英・角閃石・軽石粒・煤付着－－－２１.６ナデナデ明赤褐明赤褐ⅡＫ５甕土師器１４７
口縁部・石英・角閃石・軽石粒－－－２０.２ナデナデにぶい赤褐黒ⅡＨ６甕土師器１４８
口縁部・石英・角閃石粒－－－２７.１ナデ・ケズリ・ハケメナデにぶい橙にぶい橙ⅢＨ４甕土師器１４９
口縁部・石英・角閃石・軽石粒－－－２５.６ナデ・ケズリナデ明黄褐明黄褐ⅠａＧ６甕土師器１５０
口縁部・石英・角閃石粒－－－１８.４ナデ・ケズリナデ褐暗褐ⅢＬ６甕土師器１５１
口縁部・石英・角閃石粒・煤付着－－－１８.０ナデ・ケズリナデにぶい黄橙にぶい黄橙Ⅰｃ一括Ｈ６甕土師器１５２
口縁部・角閃石粒・煤付着－－－２７.７ナデナデにぶい黄橙黄灰ⅢＬ６甕土師器１５３
口縁部・石英・軽石粒－－－２４.０ナデ・ケズリナデにぶい黄褐にぶい黄褐ⅢＬ６甕土師器１５４
口縁部・石英・角閃石・軽石粒－－－２５.４ナデナデにぶい赤褐にぶい赤褐ⅡＫ５甕土師器１５５
口縁部・石英・角閃石・軽石粒－－－２４.７ナデ・ケズリナデ・ケズリ橙橙ⅠｂＨ５甕土師器１５６
底部・石英・軽石・長石粒－－　９.０－ナデナデ褐褐ⅡＬ５甕土師器１５７
底部・石英・軽石粒－－１０.８－ナデ・ケズリナデ黄橙明褐ⅡＬ６甕土師器１５８
口縁部・石英・角閃石・軽石粒・煤付着－－－２０.０ナデ・ケズリナデ橙橙－Ｃ４・南北Ｔ鉢土師器１５９
口縁部～肩部－－－２４.８同心円当て具平行タタキ灰オリーブ黒～浅黄Ⅰｃ・ⅡＨ６・Ｉ８・９・１０・３Ｔ甕須恵器１８７

４０
口縁部－－－１５.２同心円当て具平行タタキ黒灰褐ⅠｃＩ６・１１甕須恵器１８８
頸部～肩部－－－－同心円当て具長格子状タタキオリーブ褐灰Ⅱ・ⅢＩ１０・１１・Ｊ１１甕須恵器１８９

４１
頸部～肩部－－－－同心円当て具平行タタキ黄灰明灰黄Ⅰｂ・ｃ・ⅡＨ３・５・Ｇ３・４・Ｋ５甕須恵器１９０
胴部－－－－平行文当て具平行タタキ灰黄褐オリーブ黒Ⅰａ・Ⅱ・ⅢＧ５・Ｉ８・１１甕須恵器１９１
胴部－－－－平行文当て具平行タタキ黄灰緑黒Ⅰｂ・ｃ・ⅡＨ５・１０・Ｉ１１・Ｊ８甕須恵器１９２
胴部－－－－平行文当て具長格子状タタキ灰褐灰表土３Ｔ・Ｊ１１甕須恵器１９３

４２ 胴部－－－－平行文当て具平行タタキ灰黄褐明赤褐Ⅰｃ・ⅡＪ６・Ｌ５・Ｋ５甕須恵器１９４
胴部－－－－平行文当て具平行タタキ灰白～灰灰Ⅰｃ・Ⅱ・ⅢＧ３・４・Ｈ６・Ｋ５甕須恵器１９５
胴部－－－－平行文当て具平行タタキ灰～オリーブ色褐灰～赤褐表土・ⅡＨ３・Ｉ７・１１甕須恵器１９６

４３

胴部－－－－ナデナデ灰黄灰Ⅰｃ・Ⅱ・ⅢＨ５・６・Ｉ６甕須恵器１９７
胴部－－－－ナデナデ灰オリーブにぶい黄Ⅱ・ⅢＨ５甕須恵器１９８
胴部－－－－同心円当て具格子目タタキ灰褐ⅡＩ７甕須恵器１９９
胴部－－－－同心円当て具平行タタキ灰黄灰黄褐Ⅰｂ・ｃＨ５・Ｉ５・７甕須恵器２００
胴部－－－－平行～同心円当て具格子目タタキにぶい黄暗オリーブ褐Ⅰｂ・ｃＨ４・Ｉ５・６甕須恵器２０１
口縁部～胴部－－－１４.８ナデ平行タタキ黒褐灰白～灰黄褐Ⅰｂ・Ⅱ３Ｔ・Ｉ１１壺須恵器２０２

４４

口縁部－－－２５.６同心円当て具平行タタキ灰～黒褐灰白～灰ⅠｃＧ４・Ｈ４・Ｉ６壺須恵器２０３
肩部－－－－ナデ平行タタキ褐灰にぶい黄褐Ⅰａ・表土Ｈ４壺須恵器２０４
胴部－－－－ナデ長格子状タタキ灰黄にぶい黄橙表土一括・ⅡＩ１１・１２壺須恵器２０５
肩部－－－－ナデナデ暗青灰暗青灰Ⅰｂ・ｃ・Ⅱ・Ⅲ

・表土一括Ｈ３・４・Ｉ４壺須恵器２０６
底部－－　９.２－ナデナデ暗灰黄灰黄褐～灰白色－南東トレンチ壺須恵器２０７
底部・目痕有－－１６.４－ナデナデ黄褐にぶい褐～灰オリーブⅠｂ・ｃＧ４・Ｈ５壺須恵器２０８
底部・自然釉－－１６.４－ナデ平行タタキにぶい赤褐黄灰～褐～オリーブ黒３・４Ｔ・Ⅱ・ⅢＩ６壺須恵器２０９

４５
底部－－１０.４－ナデ車輪文暗オリーブ色灰ⅡＩ６壺須恵器２１０
底部－－　９.２－ナデナデ暗青灰暗青灰ⅠＨ４壺須恵器２１１
口縁部～胴部－－－１７.８ナデナデ褐灰橙Ⅰｃ・ⅡＨ３・６・Ｉ６・８鉢須恵器２１２
口縁部－－－１３.４ナデ・ミガキナデ－にぶい黄橙ⅢＬ６ 墨書土器２１３

４６

胴部～底部－７.３－－ナデ・内赤ナデ橙浅黄ⅢＧ３ 刻書土器２１４
胴部－－－－ナデナデにぶい橙にぶい橙Ⅱ・ⅢＨ４・６不明土師器２１５
黒色土器転用－－－－ミガキミガキにぶい黄橙にぶい黄橙ⅡＬ６－紡錘車２１６

－－－－－－にぶい黄浅黄ⅡＫ５－紡錘車２１７
茶粒－－－－－－淡黄浅黄橙ⅡＨ６・南北Ｔ－紡錘車２１８
茶粒－－－－－－橙橙Ⅰ一括Ｄ６－紡錘車２１９

－－－－－－にぶい橙橙表土一括－－紡錘車２２０
－－－－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅠＩ６－円盤状土製品２２１
－－－－－－にぶい橙にぶい橙ⅡＨ５－円盤状土製品２２２
－－－－－－浅黄橙浅黄橙－南北トレンチ－粘土塊２２３
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　遺構は調査区全域で溝状遺構が６条検出された。遺物も多量に出土しており，調査区中央に集中
している傾向にある。いずれも小破片が多く，接合も困難だったが，青磁などは多様な施文が見ら
れ，貴重な資料になった。
����

　調査区中央付近に多条の溝状遺構が検出された。いずれも斜面での検出で，ほぼ南北方向に流れ
ている。Ｈ－６区とＩ－４・５区では近世の溝状遺構と直行し，切られている。これらの溝の中か
らは土師器・須恵器・青磁など古代から中世の遺物が出土しているもののはっきりした時期は不明
である。ここでは，中世のものとしたが，近世以降の可能性もある。
�����

　Ｅ～Ｇ－３～５区に跨り，北西から南東方向に流れる長さ３０ｍ，幅１０ｍ，深さ約０．３ｍの大溝で
ある。検出した面の地形は斜面であるため，北東部から南西部にかけて，下りの傾斜になる。
　溝内からは，土師器・瓦質土器・須恵器・青磁・鉄製品が計９点出土した。図化できたのは瓦質
土器１点，青磁１点である。２２４は擂鉢の口縁部片で，灰色を呈す。外面の口縁下部までは雑な斜
方向のハケ目を，口縁部付近はナデによる調整の後，横の浅いハケ目を施す。内面は満遍なく雑に
施された斜方向の掻き目の上から，逆の斜方向に５条単位の掻き目を入れる。口縁部は横ナデによ
る調整がみられる。２２５は青磁の底部である。器肉のかなり厚い，丸みを帯びた断面四角形の高台
を持っている。全面施釉後，高台内面の釉を中心だけ残し，ドーナツ状に削りとっており，一部に
赤い発色が見受けられる。
�����

　Ｇ～Ｊ－２～７区に跨り，溝状遺構１に並行して走る二又状の溝である。長さ約５０ｍ，幅３ｍ，
深さ約１ｍで，Ⅲ層上面での検出である。溝中央部で近世の遺構と思われる溝状遺構７によって切
られている。溝状遺構１同様，斜面での検出で，北東部から南西部に緩やかに傾斜する。また，南
側から北にかけても全体的に下りの傾斜である。
　溝内からは，計１０点の遺物が出土し，そのなかの３点を図示する。２２６は成川式土器と思われる
甕形土器の口縁部片である。復元口径約３２�で，「く」の字状に屈曲した部分に断面三角形の突帯
を貼り付けている。突帯上部にはナデによる調整が見られ，突帯下部には左上から右下に下がる斜
方向にハケメを施している。外面の色調は橙色で，内面は明黄褐色を呈す。胎土には石英や角閃石
粒が多く見られ，焼成良好である。２２７は土師器の口縁部である。復元口径１２�で外上方に直状に
立ち上がる。内面は黄橙色を呈し，外面には煤の付着が確認できる。器壁は薄く，胎土には茶色石
粒を含む。２２８は土師器の胴部片である。にぶい黄橙色を呈し，焼成が甘く，軟質である。体部に
丸味をもち，内弯気味に立ち上がる。体部外面にナデ調整時についたと思われる段を有す。
�����

　Ｊ－５・６区で溝状遺構２と並行して検出された。長さ約２０ｍ，深さは２０�程度で浅い。溝状遺
構２同様，山の斜面での検出のため，北東から南西にかけて僅かに傾斜する。また，北に向けて緩
やかに傾斜するが，溝中央部で極端に落ち込む。
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　遺構からは９点の遺物が出土した。その中の２点を図示する。２２９・２３０の両方とも土師器坏の底
部で，糸切り痕が残る。いずれも明黄褐色を呈し，焼成は良好である。また，復元底径は７�で，
外上方に立ち上がる体部を僅かに残す。２２９は２３０より丸味を帯びる。
�����

　Ｈ－６区，Ⅲ層上面で検出された短い溝状遺構である。長さ約４ｍ，深さ１５�程である。遺構内
からは土師器が２点出土したが，細片のため，図化には至らなかった。
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　北東に走る細長い溝で幅約１ｍ，長さ約２０
ｍである。調査区西側（Ｃ・Ｄ・Ｅ－５・６
区）の北東に向けて緩やかに傾斜するアカホ
ヤ上面での検出である。西側に向かうほど浅
く，幅も狭くなるので削平を多く受けている
と考えられる。場所によって埋土は違うが暗
褐色砂質土や黄褐色砂質土でアカホヤ火山灰
がまじる。出土遺物はないものの基本土層と
の対比より，古代から中世の遺構と考えられ
る。

①黄褐色砂質土　
　②よりアカホヤの混入が多い。しまりがない　
　3～4mm大の小石をわずかに含む。　
②暗褐色砂質土　
　Ⅰ層にアカホヤが混じる。しまりがない。　
③暗褐色砂質土　
　集礫等の混入なし、固くしまっている。　
　この調査区（西側部分）の標準土層に　
　対応するものなし　

①黄褐色砂質土　
　②よりアカホヤの混入が多い。しまりがない　
　3～4mm大の小石をわずかに含む。　
②暗褐色砂質土　
　Ⅰ層にアカホヤが混じる。しまりがない。　
③暗褐色砂質土　
　集礫等の混入なし、固くしまっている。　
　この調査区（西側部分）の標準土層に　
　対応するものなし　
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　調査区南側，Ｌ－１０区において東から西への下りの傾斜になる斜面で検出された。南北に走り，
長さ約１０ｍである。幾条にも連なる溝の東側には，窪み状の落ち込みが連続する溝状の遺構が隣接
する。遺構の北側と南側の両端は消失し，その先は不明である。遺構内からの出土遺物はない。
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　多量の遺物が出土しており，これらは大きく土師器・瓦質土器・陶器・磁器・土製品・石製品・
古銭に分けられる。以下，種別・器種ごとに記す。
������

　土師器は調査区中央部を中心に多量に出土した。ただ，小破片のため，図化できたのは僅かであ
る。器種は坏・皿がある。ただ，坏か皿か判別できないものもあった。底部には糸切り痕が残る。
�

　２３１～２５８は坏である。いずれも底径と口径の差があまりないタイプのものである。口縁部から底
部（２３１～２４２），口縁部（２４３～２４８），底部（２４９～２５８）である。
　口縁部から底部まで残るもの（２３１～２４２），直行するもの（２３１～２３４），外反するもの（２３５・
２３６），内弯するもの（２３７～２４１），特殊なもの（２４２）の４種に分類した。
　２３１は復元口径１１．５�で胎土に茶色石粒を多く含む。器面は横ナデによって調整される。２３２の口
縁部は極端に細くなり，尖った感を受ける。胎土に石英粒が多く見られる。２３３は復元口径７．６�の
小さい坏である。胎土には角閃石の微粒子と茶色石粒が多く見受けられ，器面に煤の付着が確認で
きる。２３５は復元口径１１．４�で，硬く焼き締まっており，須恵質土師器に似た色合いである。体部
中位から外側に薄くつまみ上げる。内外面ともにざらつきを感じる。２３６は復元口径約８�で橙色
を呈す。底部は中央部が僅かに浮き上がる。また，底部端が上にめくれ上がっており，糸切りを行
う際にできたものと思われる。２３７は淡橙色を呈し，体部に丸みをもつ。焼成は甘く，軟質である。
体部はナデによる調整がなされ，強い稜を２段有す。２３９～２４１は法量が似ており，底部には糸切り
離しされた際についたと思われるめくれが確認できる。２４１は内外面ともに濃い煤が付着している。
特に外面の煤は口縁部から底部に垂れたように付着しており，灯火器としての使用がうかがえる。
２４２は三足坏である。脚は１つしか残存しておらず，ヘラ切りの底部に脚がつけられている。その
脚も途中から欠損しており，形状は不明である。器肉が厚く，復元底径約７．５�を測る。浅黄色を
呈し，焼成はやや甘く，軟質である。
　口縁部のみのもの（２４３～２４８）は，直行するもの（２４３～２４５）と外反するもの（２４６～２４８）の２
つに分けられる。
　２４３と２４４は深みがあるが，２４５は直線的に外上方に立ち上がり，前者に比べて浅い。前者は胎土
に砂粒を多く含み，両方とも横ナデによる調整がなされる。２４５は復元口径約１２�で橙色を呈す。
焼成はやや甘く，粉質である。２４６～２４８は腰部から口縁部にかけて緩やかに外反するものである。
２４６と２４７は法量，色調，焼成が酷似している。復元口径約１０．５�で橙色を呈し，硬く焼き締まって
いる。２４８は器壁が薄く，体部中位辺りから口縁部にかけて大きく外反する。器面の摩滅が進み，
調整を不明瞭にしている。胎土には１�弱の茶色石粒が見受けられる。
　底部（２４９～２５８）は，立ち上がりの残存部から坏であると判断する。器形により３種に細分する。
内弯気味に立ち上がるもの（２４９～２５２），直状に立ち上がるもの（２５３～２５６），外反気味に立ち上が
るもの（２５７・２５８）である。２４９・２５０ともに摩滅が著しく，調整の観察は不能である。２５２の体部
下半には，糸切り離し後，回転轆轤台から手ではがす際についたと思われる指先の痕が残る。また，
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指痕の奥に爪痕のような痕跡も確認できる。指痕は長径１�，深さ４�である。橙色を呈し，復元
底径７�である。２５３は底径７�で，内外面ともに煤付着を確認する。ただ，欠け部分も黒色を呈
すため，２次的に加熱を受けた可能性も考えられる。立ち上がり部分にはヘラによる削り痕が残る。
２５４は体部下位をヘラ削りで仕上げ，浅い屈曲部を有す。上方に薄くつまみ上げる。内面はナデに
よる調整が行われる。２５５はにぶい黄橙色を呈し，底径が６．５�である。内面は指によるナデで調整
され，胎土に角閃石粒や茶色石粒が多く見られる。２５６は底径約５．５�で茶色石粒を含む胎土を硬く
焼成しており，にぶい黄橙色を呈す。２５７は復元底径９�で灰黄色を呈す。胎土には茶色石粒が多
く見られ，焼成は良好である。２５８の底部内面に煤付着が確認できる。茶色石粒と石英の微粒子が
底部外面と器面に見受けられる。焼成は良好である。
�（２５９～２７１）
　皿を４類に分類する。口縁部が直行するもの（２５９～２６３），内弯するもの（２６４～２６７），赤色土器
（２６８～２７０），耳皿（２７１）である。２５９・２６０と２６２・２６３は法量は違うものの傾きが似る。前者は胎
土に砂粒を含み，橙色を呈す。２６２は体部に丸味を帯び，体部中位付近で段を有し，直線的に立ち
上がる。２６４～２６６は法量が似る。２６５は内外面に煤が付着し，口唇部付近は特に濃くなる。灯明皿
である可能性が高い。底径と口径の差があまりなく，復元底径約５．５�を呈す。２６７は口縁部の細片
である。口唇部が肥厚し，丸味を帯びる。火熱を受け，外面に濃い煤が固着する。２６８～２７０は赤色
土器の皿である。いずれも内面に赤色顔料を塗布し，底面には糸切り痕が残る。２６８は口径約１５�，
底径９�，器高２．５�である。広い見込みをもち，底部から直線的に外上方へ立ち上がる。立ち上
がり直後にナデ調整時の浅い段を有す。見込み部分にはナデ押圧痕を有す。胎土は緻密で細かく，
焼成は良好で硬い。２６９は小破片である。内外面とも丁寧にナデ調整され，胎土には茶色石粒が見
受けられる。口唇部手前で薄くつまみ上げられ，急に細くなる。２７１は耳皿で上部付近を欠失して
いる。皿部は径３．５�ほどの円形につくられるが，対向する２か所を押すように折り曲げ，耳皿と
している。器高１．５�である。底部端部に段を有し，内外面ともにナデによる調整が行われている。
緻密な胎土を用い，硬く焼成し，浅黄橙色を呈す。
����（２７２～２８５）
　皿か坏か不明のものである。内弯気味に立ち上がるもの（２７２～２７７），外上方に立ち上がるもの
（２７８），直状に立ち上がるもの（２７９～２８５）に分けられる。２７２～２７４は法量が似ており，復元底径
１０�弱ある。若干摩滅しているものの，立ち上がり部分にヘラによる調整痕が残る。２７５は内外面
の体部に煤が付着する。灯火器であると考えられる。２７７は浅黄色を呈し，１～２�大の茶色石粒
が目立つ。２７８は橙色を呈し，復元底径約１０�である。底部に歪みをもつが，須恵質に焼成され，
硬く焼き締まる。底部外面の胎土中には４�大の軽石粒が含まれる。２７９～２８２の法量は違うが，傾
きは大体似ており，２８３～２８５は前者より開き気味で立ち上がる。２７９は焼成良好であるのに対し，
２８０は軟質である。２８１は体部に丸味を帯び，立ち上がる。内面見込み部分には指頭圧痕が残る。
２８２の底部付近は火熱を受けたため部分的に赤化している。器面の立ち上がり部分に僅かな横ナデ
の調整が残る。内面は指でナデ調整を行い，仕上げている。２８３～２８５は胎土は精良で，焼成良好で
ある。いずれも内底部はナデによる仕上げと思われる。
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備　考法　　量調　　整内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁～底部（糸切り）２.８－８.１１１.４横ナデ横ナデ浅黄浅黄ⅠｂＪ６坏２３１

５２

口縁～底部（糸切り）２.６－６.０１０.０横ナデ横ナデ灰褐灰褐ⅠａＧ５坏２３２
口縁～底部（糸切り）２.５－４.８７.５横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅠａＧ５坏２３３
口縁～底部（糸切り）２.５－５.２７.９横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｂＧ４坏２３４
口縁～底部（糸切り）３.０－８.２１１.１横ナデ横ナデにぶい黄橙橙ⅠｃＩ５坏２３５
口縁～底部（糸切り）２.４－５.５７.８横ナデ横ナデ橙橙ⅠｃＧ５坏２３６
口縁～底部（糸切り）２.７－７.８１２.４横ナデ横ナデ淡橙淡橙ⅠａＨ４坏２３７
口縁～底部（糸切り）２.６－６.８１０.７横ナデ横ナデ橙橙ⅠｃＨ５坏２３８
口縁～底部（糸切り）２.４－６.１８.２横ナデ横ナデ明赤褐明赤褐ⅠｃＨ５坏２３９
口縁～底部（糸切り）２.３－５.８７.７横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙－南北トレンチ坏２４０
口縁～底部（糸切り）２.６－４.４６.８横ナデ横ナデにぶい黄橙浅黄橙ⅠｃＨ４坏２４１
底部－－－－ナデナデ浅黄灰白ⅠａＩ５三足坏２４２
口縁部－－－１０.２横ナデ横ナデ橙橙－南北トレンチ坏２４３
口縁部－－－１１.２横ナデ横ナデにぶい黄橙浅黄橙ⅠｂＧ４坏２４４
口縁部－－－１１.８横ナデ横ナデ橙橙－南北トレンチ坏２４５
口縁部２.６－５.８１０.６横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅠｂＧ４坏２４６
口縁部－－－１１.５横ナデ横ナデ橙橙ⅠＧ４坏２４７
口縁部－－－１２.１横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｃＩ６坏２４８
底部（糸切り）－－８.２－横ナデ横ナデにぶい褐にぶい橙Ⅰｃ一括Ｉ６坏２４９
底部（糸切り）－－５.６－横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅠａＧ４坏２５０
底部（糸切り）－－７.２－横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅡＨ６坏２５１
底部（糸切り）－－７.２－横ナデ横ナデ橙にぶい橙ⅡＨ４坏２５２
底部（糸切り）－－７.２－横ナデ横ナデ橙橙ⅠｃＩ６坏２５３
底部（糸切り）－－７.２－横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅠＦ３坏２５４
底部（糸切り）－－６.６－横ナデ横ナデにぶい黄橙橙Ⅰ・Ⅰ上・ⅠｃＨ３・Ｆ３・Ｇ３坏２５５
底部（糸切り）－－５.４－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｂＨ４坏２５６
欠片－－８.０－横ナデ横ナデ灰黄灰黄Ⅰ４トレンチ坏２５７
底部（糸切り）－－７.３－横ナデ横ナデ浅黄橙黄橙ⅠａＧ４坏２５８
口縁～底部（糸切り）２.１－７.２１１.２横ナデ横ナデ橙橙ⅠｂＧ４皿２５９

５３

口縁～底部（糸切り）１.５－４.６６.８横ナデ横ナデ明赤褐明赤褐ⅠｂＨ４皿２６０
口縁～底部（糸切り）２.２－４.４７.８横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙Ⅰａ・ⅠｂＨ５皿２６１
口縁～底部（糸切り）－－５.８８.７横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｂＨ５皿２６２
口縁部－－－６.８横ナデ横ナデ橙橙ⅡＨ５皿２６３
口縁～底部（糸切り）１.７－６.４８.０横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅠＦ３皿２６４
口縁～底部（糸切り）１.８－６.０８.０横ナデ横ナデ橙橙ⅠｂＧ４皿２６５
口縁～底部（糸切り）１.８－５.６７.８横ナデ横ナデにぶい橙にぶい橙ⅠｃＩ８皿２６６
口縁部－－－１２.８横ナデ横ナデにぶい黄橙黒色ⅠＨ５皿２６７
口縁～底部２.５－８.８１５.０ナデナデにぶい橙にぶい橙表土Ｉ１１赤色土器・皿２６８
口縁～底部２.３－７.８１２.４ナデナデにぶい黄橙にぶい黄橙Ⅰｂ一括Ｇ４赤色土器・皿２６９
底部－－６.８－ナデナデ橙にぶい橙ⅠａＧ５赤色土器・皿２７０
口縁～底部－－３.４－ナデナデ・指圧痕浅黄橙浅黄橙－Ｅ５耳皿２７１
底部（糸切り）－－１０.０－横ナデ横ナデにぶい橙にぶい褐ⅠｃＩ５坏か皿２７２
底部（糸切り）－－７.８－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅠｂＪ５坏か皿２７３
底部（糸切り）－－８.８－横ナデ横ナデにぶい橙橙ⅠａＦ３坏か皿２７４
底部（糸切り）－－７.４－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｂＧ３坏か皿２７５
底部（糸切り）－－７.４－横ナデ横ナデ黄橙黄橙ⅠＧ２坏か皿２７６
底部（糸切り）－－５.６－横ナデ横ナデ橙橙Ⅰｂ・Ⅰ下Ｈ３・Ｇ３坏か皿２７７
底部（糸切り）－－１０.０－横ナデ横ナデ橙橙ⅠＧ４坏か皿２７８
底部（糸切り）－－８.４－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅠＧ５・Ｈ５坏か皿２７９
底部（糸切り）－－１０.０－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠＧ３坏か皿２８０
底部（糸切り）－－５.４－横ナデ横ナデ明黄褐色明黄褐色ⅠＧ５坏か皿２８１
底部（糸切り）－－４.８－横ナデ横ナデにぶい黄橙橙ⅠａＨ５坏か皿２８２
底部（糸切り）－－９.６－横ナデ横ナデにぶい黄橙にぶい黄橙表土Ｉ７坏か皿２８３
底部（糸切り）－－７.８－横ナデ横ナデ浅黄橙浅黄橙ⅠａＦ４坏か皿２８４
底部（糸切り）－－５.０－横ナデ横ナデ橙橙Ⅰ一括Ｇ４・Ｇ３坏か皿２８５
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　瓦質土器は破片が約２０点出土しているが，出土区や層はまちまちである。選別した８点を図示す
る。器種は壺，擂鉢，火舎がある。
�（２８６）
　２８６は復元口径１２．８�の壺の口縁部である。直行する口縁部から肩部が外へ強く張る形態である。
外面は縦方向のハケナデを施した後，その上から更に横方向のハケナデで調整している。内面は横
方向のみのハケナデ調整である。灰色を呈し，陶器質で良好な焼きがなされている。
��（２８７～２９２）
　２８７～２８９は口縁部，２９０～２９２は底部である。２８７は浅黄色を呈し，口縁端部下が「く」の字状に
なる。内面に単位６条の掻き目を施し，煤付着も確認できる。外面はナデ調整がされ，所々に指圧
痕を残す。２８８は復元口径約２９�の大きな擂鉢で灰色を呈す。内面には単位６条の掻き目が下から
上に施されている。上部の掻き目は浅くなり，使い込んだ様子がうかがえる。２８９の内面にはナデ
調整の上に掻き目を施した痕跡が残る。ただ，小破片のため，掻き目の本数は不明である。
　２９０は胎土，焼成など２８７と酷似しているが，掻き目により別個体と判断する。復元底径は１４�で，
にぶい黄橙色を呈す。焼成は良好で硬く焼締まっている。底から上へ単位８条の掻き目が施されて
いる。２９１は小破片のため，径の信頼性は低いが，復元底径約１２�である。灰色を呈し，胎土に軽
石の微粒子が多くみられる。立ち上がりは緩やかで大きく開く器形である。２９２は摩滅が激しく，
掻き目が判然としない。
��（２９３・２９４）
　２９３・２９４は円筒形を呈する同一個体の火舎と思われる。にぶい黄橙色を呈し，軟質で焼成が甘い。
器壁が厚く，外反する口縁部を薄くつまみ上げる。摩滅が激しいが，内面にケズリ痕が確認できる。
�����

　陶器は１点のみの出土である。２９５は備前焼擂鉢の口縁部片である。焼成は，非常に良好で硬く
焼締まり，灰色を呈す。胎土は緻密で軽石の微粒子が混入する。
�

��������	
��

備　考
法　　量調　　整

内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁－－－１１.５ナデナデ灰灰ⅠａＨ５壺２８６

５４

口縁－－－３１.０櫛目ナデ浅黄にぶい黄ⅠｂＧ４擂鉢２８７
口縁－－－２９.２櫛目ナデ・削り灰灰ⅠｃＩ６擂鉢２８８
口縁－－－２４.０櫛目ナデ灰オリーブ灰オリーブⅡＩ１２擂鉢２８９
底部－－１４.０－櫛目ナデ・削りにぶい黄橙にぶい黄橙ⅠｂＧ４擂鉢２９０
底部－－１２.２－櫛目ナデ灰灰Ⅰｂ・Ⅰ上Ｆ４・Ｈ４擂鉢２９１
底部－－１１.０－櫛目ナデ灰白灰ⅠｂＦ４・Ｇ２擂鉢２９２
口縁部・石英・角閃石・軽石粒－－－２７.６ナデ・ケズリナデにぶい黄橙にぶい黄橙ⅡＬ６火舎２９３
胴部・石英・角閃石・軽石粒－－－－ナデ・ケズリナデ・ケズリ浅黄橙浅黄橙ⅡＬ６火舎２９４

備　考
法　　量調　　整

内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 器高高台径底径口径内面外面

口縁・備前焼－－－２６.２ナデナデ灰黒褐Ⅰ・ⅠｃＬ６・Ｉ６擂鉢２９５５４

��������	�
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　本遺跡出土の青磁には同安窯系と龍泉窯系がみられた。それらを器種や形態・文様により分類す
る。
��������

　器種は碗と皿がある。
�（２９６）
　２９６は体部から口縁部にかけてやや内弯気味に立ち上がっている碗である。釉は透明なガラス質
で光沢があり，体部外面に幅広の粗い縦位の櫛目文を施している。
�（２９７・２９８）
　２９７・２９８は平底皿である。２９８は，平らな広い見込から外反気味の短い体部が立ち上がり斜行す
る。全面施釉後，底部外面の中央部の釉を環状に掻き取ってある。内面には箆による文様とジグザ
グ状の櫛点描文が見られる。
��������

　器種は碗，坏，皿，盤，壺がある。
�

　���（２９９～３０５）
　鎬蓮弁文碗である。３０５は体部外面に広い蓮弁文が見られ，立体的で稜がはっきりしている。２９９
～３０４は幅広の蓮弁を施しているが稜がはっきりしない。
　���（３０６）
　大きな粗略な蓮弁を有する碗である。器形は丸みを帯び，器壁は厚みを帯びている。外面には大
きな片切りの蓮弁文を有する。
　���（３０７～３１５）
　片切彫や線による線描蓮弁文を有する碗である。体部は丸みを帯び，やや内弯気味に外上方へ立
ち上がっている。文様の特徴により３種に細分する。
　����（３０７～３０９）
　略化された線描の縦線と蓮弁上部の波状線である剣頭が蓮弁の単位を意識して施文してある。片
切彫あるいは丸彫と箆先等による細線を組み合わせて蓮弁文を表現している。３０７はくすんだオ
リーブ色を呈し，貫入を多く有する。３０９は小破片ではあるが，上端部の波が一定を保っているの
が分かる。
　����（３１０～３１３）
　Ⅲ－Ａ類とは異なり，剣頭が蓮弁の単位としての意識を失っている。３１０～３１２は篦先等による細
線により施文されている。いずれも波状の線は雑で縦線の間隔はまちまちである。３１１は磁胎が
白っぽく，釉は微かに青みのある淡灰黄色である。
　����（３１４・３１５）
　蓮弁上部の線が緩やかな雑な波状もしくは一条の沈線になるタイプである。３１４は釉層がかなり
薄く，他の青磁に比べてほとんど光沢がない。また，磁胎は灰褐色に薄く鈍い茶が混じったような
色調である。
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　���（３１６～３１９）
　雷文帯碗である。体部が丸みを帯び，若干内弯している。外面口縁部に方形を重ねた雷文をめぐ
らしている。３１６～３１８の雷文は崩れており，３１９の文様は判然としない。３１７～３１９の胴部には大き
なうっすらとした線描きの蓮弁も見受けられる。３１６～３１８には同一個体と思われる口縁部と胴部が
数点あったが，小破片であったため図示しなかった。
　���（３２０～３３９）
　内外面無文で外反している碗である。器形は体部が直に立ち上がり，口縁部が短く，「く」の字
状に屈曲している。３２０～３２８は口縁部が鋭く外反する。なかでも３２１は口縁部が短く屈折し，上端
部は平坦な面をなす。３２９～３３４の口縁部は僅かに外反し，３３５～３３９は口縁部を玉縁状に仕上げてい
るのが特徴である。
　���（３４０～３４４）
　無文の直口碗である。色調はまちまちだが，３４０は灰色味を帯びた磁胎で釉層は薄く，内外面と
もに気泡を多く含む。３４４は釉に若干の気泡を含み，他に比べ器壁が厚い。３４１～３４３の口縁部には
一条もしくは二条の沈線文が見受けられる。
　���（３４５～３４９）
　大碗である。３４５～３４７の内外面には凹凸のある判然としない連弁文が施されている。３４８は黄味
の強いオリーブ色を帯びた釉がかかり，内面見込みには型押しの草花文が施されている。３４９の体
部はかなりの丸みを帯び，内弯気味に立ち上がり，外面には大きな片切りの連弁文を有している。
その中央部には調整のナデが横一直線に二条の細い沈線文状に表れている。
��（３５０～３５７）
　龍泉窯系青磁の底部を一括したものである。高台と施釉の状態により４つに細分した。
　����（３５０）
　脚長の高台をもち，全面施釉後に畳付きの釉を削っているものである。釉は青緑色を呈している。
体部の立ち上がりに段を有し，丸みを持ち立ち上がる。
　����（３５１～３５５）
　高台が断面四角形を呈し，いずれも全面施釉後，高台内の釉を環状に掻き取ってある。その露胎
部分が赤く発色している。体部下位はどれも丸味を帯びている。ただ，３５１は体部下位を「く」の
字状に屈曲させ立ち上がり，外面には判然としない文様を施してある。内面見込みには一条の沈線
をめぐらしている。３５３の内面見込みには草花文のスタンプがみられ，体部外面には片切りの蓮弁
文が施されてある。３５５は貫入を多く含むため，はっきりとはしないが，内面見込みに判然としな
い文様が見受けられる。
　����（３５６）
　高台が断面四角形を呈し，畳付きと高台内面に釉がかからないものである。釉調は灰褐色で貫入
を多く含む。
　����（３５７）
　高台が丸みを帯び，全面に施釉後，高台内の釉を環状に掻き取ってある。内面見込みにはっきり
とはしないが３５３と似た草花文のスタンプが施されてある。
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�（３５８～３６０）
　���（３５８・３５９）
　口縁部が鋭く外反し，上端は平坦面をなしている。釉は軽くかすんだ青緑色を呈している。３５８
の体部は丸みを持ち，外面には幅広と幅の狭い蓮弁で構成された片切りの粗略な文様が施されてい
る。３５９は幅広と細線による蓮弁文が施されている。
　���（３６０）
　３６０は底部であるが，体部が丸味を持ち，内弯気味に立ち上がっているため，坏と考えられる。
体部外面に幅広の蓮弁文が見受けられる。
�（３６１～３７１）
　器形により３つに分類した。
　���（３６１～３６４）
　外反する皿である。３６１～３６３は口縁端部が短く屈曲している。３６４は腰部に丸みを持ち，口縁端
部が短く外反するタイプである。
　���（３６５～３７１）
　内弯する皿である。浅いものと深みを持つものに分かれる。３６９の口縁部は肥厚する。
����（３７２・３７３）
　高台付稜花皿である。口縁端部に輪花を有する。体部に丸味を持ち，短い体部が外反気味に立ち
上がる。３７２は内面の周縁に沿い，２条の沈線文をめぐらしている。釉は暗いオリーブ色で細かい
気泡が目立つ。また，判然としないが，内側面に線描きの花文様も施している。３７３は内面の口縁
下部に１条の沈線文をめぐらしている。

��������
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�（３７４～３８１）
　３７４～３７８は口縁部，３７９・３８０は胴部，３８１は底部である。３７４～３７８はいずれも鍔縁盤である。広
い見込みをもち，口縁端部を横に長く屈折させ，端部をつまみ上げているのが特徴である。３７５～
３７７は底部から斜めに直線的に立ち上がり，口縁部上位で約１�程度，平坦をなし，口縁端部をほ
ぼ直角に短くつまみ上げている。３７４の口縁端部のつまみ上げは他に比べて長めである。また，内
面の屈曲部が茶色く発色している。いずれも磁胎は灰白色を呈し，焼成は良好である。３７７は小破
片ではあるが，口径約２１�の大きい盤である。平坦をなす手前部分に強い稜をなす。内面に微かで
はあるが，文様を確認できる。磁胎は精良緻密で黒色の微粒子を含む。３７８の外面には幅１�弱の
凹線が規則的に施されている。
　３７９は胴部片であるが，内面には篦による２条の縦線が等間隔に施されている。釉は厚く，青緑
色を呈し，内外面ともに貫入を多く含む。３８０は底部に近い部分である。器壁は厚く，磁胎は緻密
である。内面見込みに１条の沈線文と外面に判然としないが文様が見受けられる。
　３８１は上げ底風の円盤高台をなす。内面には篦による縦線が無作為に施されている。底部内面の
釉が環状に掻き取られている。

��������
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�（３８２・３８３）
　３８２は頸部上方が開き気味に上がり，口縁部が緩やかに屈折し，上面が平坦をなしている。口唇
部だけ釉が薄くなっており，他の部分と色調が異なる。３８３は頸部である。内面に施釉された痕が
残っている。
���（３８４・３８５）
　この類は判別不能のため，その他としてまとめた。３８４は直状に立ち上がり，外反する。内面に
は篦による縦線が口唇部から下に施されており，外面にも線刻がなされている。３８５は内面と外面
の色調が全く異なっており，内面には凹凸のある判然としない文様を有する。

��������
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備　考
法量（�）施　釉色　調

胎土層出土区器種種別番号挿図
番号 器高底径口径内面外面内面外面

同安窯系－－１５.０○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅡＫ５碗青磁２９６

５５

〃－－１１.５○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白ⅠｂＧ４皿青磁２９７
〃２.２８.３１１.１○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰－３トレンチ皿青磁２９８
〃－－１１.２××浅黄灰白浅黄＋灰ⅠｃＬ６碗青磁２９９
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰ⅠｂＧ４碗青磁３００
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰白ＩａＨ４碗青磁３０１
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰白－Ｇ５碗青磁３０２
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠｃＨ５碗青磁３０３
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｂＬ６碗青磁３０４

龍泉窯系－－－○○オリーブ灰灰オリーブ灰白ⅠｂＪ６碗青磁３０５
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰白Ⅰ４トレンチ碗青磁３０６
〃－－１２.３○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠｂＧ４碗青磁３０７
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ浅黄ⅠａＨ５碗青磁３０８
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰白Ⅰ上Ｈ５碗青磁３０９
〃－－－○○暗オリーブ灰暗オリーブ灰灰Ⅰ上Ｈ４碗青磁３１０
〃－－－○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白表土－碗青磁３１１
〃－－１２.７○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白ⅠｂＨ４碗青磁３１２
〃－－９.８○○緑灰緑灰灰表土－碗青磁３１３
〃－－１３.７○○暗オリーブ暗オリーブ灰オリーブ－－碗青磁３１４
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｃＨ４碗青磁３１５
〃－－１３.５○○暗オリーブ暗オリーブ灰白ⅠｂＧ４碗青磁３１６
〃－－１３.７○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白ⅠｃＩ６碗青磁３１７
〃－－１６.０○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｂＨ４碗青磁３１８
〃－－１２.０○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠａＧ６碗青磁３１９
〃－－１２.０○○灰オリーブ灰オリーブ灰Ⅰ上Ｈ４碗青磁３２０
〃－－１１.７○○オリーブ灰オリーブ灰灰Ⅰ上Ｇ３碗青磁３２１
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠａＧ４碗青磁３２２
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰白－Ｇ４碗青磁３２３
〃－－１１.７○○灰オリーブ灰オリーブ浅黄＋灰白ⅠｂＨ４碗青磁３２４
〃－－１３.６○○灰オリーブ灰オリーブ浅黄Ⅰ４Ｔ碗青磁３２５
〃－－１６.８○○灰灰灰白ⅠＨ４碗青磁３２６
〃－－１１.２○○オリーブ灰オリーブ灰浅黄－５Ｔ碗青磁３２７
〃－－－○○明オリーブ灰明オリーブ灰浅黄ⅠｂＪ６碗青磁３２８
〃－－１４.３○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白ⅠｃＩ４碗青磁３２９
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備考法量（㎝）施　釉色　調胎土層出土区器種種別番号挿図
番号 器高底径口径内面外面内面外面

龍泉窯系－－１３.３○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白ⅠｂＧ４碗青磁３３０

５５
〃－－１２.１○○明オリーブ灰明オリーブ灰浅黄ⅠＨ４碗青磁３３１
〃－－１３.２○○緑灰緑灰灰白ⅠＧ３碗青磁３３２
〃－－１５.８○○灰オリーブ灰オリーブ浅黄－Ｈ４碗青磁３３３
〃－－１０.８○○暗オリーブ暗オリーブ灰白ⅢＨ６碗青磁３３４
〃－－１８.４○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠＧ３碗青磁３３５

５６

〃－－１６.０○○オリーブ黄オリーブ黄にぶい褐ＩｃＩ６碗青磁３３６
〃－－１６.２○○明緑灰明緑灰灰白ⅠＨ３碗青磁３３７
〃－－１２.７○○オリーブ黄オリーブ黄灰白ⅠｂＨ５碗青磁３３８
〃－－１３.５○○オリーブ黄オリーブ黄灰白Ⅰ３トレンチ碗青磁３３９
〃－－１４.６○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰ⅠｂＨ４碗青磁３４０
〃－－１３.３○○明緑灰明緑灰灰白ⅠｂＨ５碗青磁３４１
〃－－１１.５○○オリーブ灰オリーブ灰灰白ⅠｂＧ４碗青磁３４２
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰白ⅠａＧ５碗青磁３４３
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰表土Ｉ５碗青磁３４４
〃－－１５.６○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠａｂｃＨ３・４大碗青磁３４５
〃－－１８.３○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｂＨ４大碗青磁３４６
〃－－１７.２○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｃＨ５大碗青磁３４７
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠｃＧ６大碗青磁３４８
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰ⅠＨ４大碗青磁３４９
〃－５.４－○○明緑灰明緑灰灰白ⅠｃＩ４－青磁３５０ 畳付釉なし

〃－７.４－○○オリーブ灰オリーブ灰灰白ⅠｂＨ４－青磁３５１ 高台内面釉なし

〃－５.３－○○緑灰緑灰灰白－Ｇ２－青磁３５２ 高台内面釉なし

〃－５.２－○○明緑灰明緑灰灰白ⅠｂＪ６－青磁３５３ 高台内面釉なし

〃－５.６－○○オリーブ灰オリーブ灰明オリーブ灰表土－－青磁３５４
〃－６.７－○○暗オリーブ暗オリーブ灰喝ⅠｂＨ５－青磁３５５ 高台内面釉なし

〃－５.５－○○緑灰オリーブ褐灰ⅠＦ３－青磁３５６ 畳付・高台内面釉なし

〃－５.７－○○灰オリーブ灰オリーブ灰ⅠｃＩ６－青磁３５７ 高台内面釉なし

〃－－１１.５○○明緑灰明緑灰灰白ⅡＩ６－青磁３５８

５７

〃－－９.９○○青緑青緑灰白Ⅰ６Ｈ４－青磁３５９
〃－４.２－○○灰オリーブ灰オリーブ灰白Ⅰ３トレンチ－青磁３６０
〃－－１４.０○○オリーブ灰オリーブ灰灰白ⅢＦ３皿青磁３６１
〃－－１５.７○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｂＨ４皿青磁３６２
〃－－１１.１○○灰オリーブ灰オリーブ灰ⅠｃⅠ５皿青磁３６３
〃－－－○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠｂＨ５皿青磁３６４
〃－－１１.０○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白Ⅰ上Ｈ４皿青磁３６５
〃－－１１.９○○暗青灰暗青灰灰ⅠｂＧ５皿青磁３６６
〃－－１０.８○○オリーブ灰オリーブ灰灰白ⅠａＩ５皿青磁３６７
〃－－１０.６○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠａＧ５皿青磁３６８
〃－－９.１○○灰オリーブ灰オリーブ暗オリーブ灰－Ｇ２皿青磁３６９
〃－－９.２○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰ⅠａＧ４皿青磁３７０
〃－－－○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰－Ｉ４皿青磁３７１
〃－－９.５○○暗オリーブ灰暗オリーブ灰ⅠｂＨ４皿青磁３７２
〃－－８.７○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰表土－皿青磁３７３
〃－－２１.２○○灰オリーブ灰オリーブ灰ⅠｂＨ４盤青磁３７４

５８

〃－－１９.３○○オリーブ黄オリーブ黄灰ⅠｃＩ６盤青磁３７５
〃－－２３.５○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰ⅠＨ１１盤青磁３７６
〃－－２０.７○○暗オリーブ暗オリーブ灰ⅠｃⅠ６盤青磁３７７
〃－－２５.９○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｂＨ４盤青磁３７８
〃－－－○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰ⅠａＴ６盤青磁３７９
〃－－－○○灰オリーブ灰オリーブ灰表土Ｊ１１盤青磁３８０
〃－１３.８－○○オリーブ灰オリーブ灰灰ⅠａＨ５盤青磁３８１
〃－－５.２○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠｂＧ４壺青磁３８２

５９ 〃－－－○○灰白明オリーブ灰灰白ⅠｂＧ４壺青磁３８３
〃－－８.０○○灰オリーブ灰オリーブ灰白ⅠＧ４不明青磁３８４
〃－－－○○暗オリーブ灰オリーブ灰ⅠａＧ５不明青磁３８５
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　本遺跡から出土した白磁を器種や形態により以下のように分類した。
�（３８６～３９０）
　���（３８６）
　施釉後に口縁部周辺の釉を掻き取る「口禿げ」である。磁胎は灰白色を呈し，釉は空色を帯びた
灰白色で薄く施釉されている。
　���（３８７～３９０）
　３８７の体部は内弯気味に立ち上がり，上位で反転し，端部は外反する。外面中位に段を有し，篦
削りの痕が見られる。磁胎は灰白色で灰色味が強い。３８８は内弯するタイプである。口縁部周辺に
厚く施釉されている。３８９は口縁部が外反している。口縁端部を薄くつまみだしており，体部中位
に鈍い段を有する。磁胎には空洞が見られ，粗雑な感を受ける。３９０の体部は内弯し，丸みを帯び
ている。磁胎には微細な黒色粒や白色粒を含んでいる。体部外面下位から高台外面には施釉されて
いない。内面見込みの外周に沈線文をめぐらし，中央部に草花文のスタンプを施してある。
�（３９１）
　外面の器形により多角坏と考えられる。
�（３９２～４２０）
　いずれも破片資料のため全体形状は判然としないが，口縁部の傾きにより皿と考えられる。器形
により６つに細分した。
　���（３９２～３９９）
　体部に丸みを持ち，内弯気味に立ち上がる。見込みが浅く，口縁が外側に開く。体部に丸みを持
ち，内弯気味に立ち上がる。３９２～３９５は体部中位に浅い段を１もしくは２有する。３９５～３９７の体部
下半には施釉されていない。３９４・３９７は釉が薄く，他に比べ光沢が少ない。３９４・３９９の釉は黄色味
を帯びており，３９９には細かい多くの貫入が見られる。

��������
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　���（４００～４０５）
　Ⅰ類に比べ深みを持つ。体部上位が丸みを帯び口縁部は内弯する。４００・４０２・４０３は外面に浅い
段を２有し，体部下半には施釉されていない。４０４の釉は水色味を帯びた白色を呈している。４００・
４０１は多くの細かい貫入を有する。口縁部に向かって斜上方に延び，直口縁をなす。磁胎は灰白色
を呈し，釉は薄い。
　���（４０６）
　小破片ではあるが，見込みが浅く直口縁をなしている。磁胎も釉も白色を呈している。
　���（４０７～４１２）
　口縁部が外反する。４０７の底部内面径は広く，体部下位は横に延び，体部中位で段を有し，口縁
部は外反する。内面見込みの釉を環状に掻き取ってある。高台断面は四角形をなし，体部外面下位
から高台外面には施釉されていない。４０７と４０８は似たような器形である。ただ，４０７は体部中位に
緩やかな鈍い段を有す。また，磁胎・釉ともに黄色味を帯び，細かい貫入を有する。４０９の口縁部
断面は四角形で口唇部に気泡が見られる。磁胎は灰白色を呈し，釉色は水色味を帯びている。４１０
の体部は丸味を帯び，口縁部が僅かに外反する。器壁が厚く，体部外面下半から施釉されていない。
　���（４１１～４１５）
　器壁が薄く，口縁部や底部の器形により同一時期の皿と考え，これらを同一類とする。いずれも
釉は白色に近く，磁胎は精良緻密である。４１１は体部に丸みを持ち，口縁部付近で屈折し，上端部
は水平をなす。磁胎に黒色の微粒子を含み，体部の内外面に多く見られる。４１２の口縁部は４１１と似
ているが，体部が直状に斜上方に延びている。４１３～４１５の底部は，直立か内傾気味の細く立つ高台
を有する。３点とも畳付部分のみが露胎である。
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　���（４１６～４２０）
　皿の底部である。４１７の高台部外面は直に，内面は斜めに削ってある。高台のすぐ横から屈曲し，
直状に斜めに立ち上がる。体部外面下半には施釉されていないが，内面見込み部分は環状に釉が掻
き取ってある。高台内部の削りが浅く，底部の器壁も厚い。４１８・４１９は底部内面に抉り込みが入れ
られている。いずれも体部外面下半以下，底部には施釉されていない。４１８の高台畳付には目痕が
見られる。４１９の磁胎は粗く，黄色味を帯び，小さく空洞をつくり，やや粗雑である。４２０の内面に
は大きな貫入があり，円状の篦削り痕が見受けられる。
�����

�（４２１・４２２）
　４２１・４２２は景徳鎮系の碗である。４２１は腰部を屈曲させ，側面は外開きとなる。口縁部は欠損し
ているが，端反りを呈するものと思われる。やや脚長の内傾した高台をもち，畳付は釉剥ぎされる
が，他は光沢の強い透明釉がかかる。体部外面と内面見込みには唐草文を描く。４２２は口径約９�
で，直状に立ち上がる碗である。外面には判然としないが文様が描かれている。
�（４２３）
　小坏である。底径２．６�で畳付は釉剥ぎされる。磁胎は乳白色を呈し，光沢のある青白色味を帯
びた透明釉がかかる。内面見込みには中国の伝説上の神山といわれる「蓬莱山」が描かれている。
高台内面には「福」の字が記されている。
�（４２４・４２５）
　４２４は端反りの皿である。復元口径１２．２�で磁胎は黄味を帯び，軟質である。外面には牡丹唐草
文が描かれ，透明釉には貫入が入る。４２５は底部が欠損しているが，碁笥底を呈すると思われる皿
である。１６世紀前半から中葉のものと思われる。釉は光沢のある青白色味がかった透明釉である。
外面口縁部下位に波濤文を描く。
�（４２６）
　１６世紀頃のもので壺としたが器形は袋物の類であろう。外面には唐草文と思われる文様が描かれ
る。透明釉が内外面ともかかるが，高台及び高台内面は露胎である。体部下位には胴継ぎの痕跡が
看取される。

�������
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備考法量（�）施　釉色　調胎土層出土区器種種別番号挿図
番号 器高底径口径内面外面内面外面

口禿げ
内外貫入有り－－－○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白－４トレンチ碗白磁３８６

６０

－－１５.２○○灰灰灰ⅠｃＨ６碗白磁３８７
－－１０.５○○灰白灰白灰白（黒い微粒子有）表土－碗白磁３８８
－－１２.９○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白ⅠａＦ３碗白磁３８９
－－－○○灰白灰白灰白－ＦＧ３碗白磁３９０

黒い微粒子
内外面貫入有り－－９.７○○灰白灰白灰白ⅠｂＩ５坏白磁３９１

－－１１.２○○灰白灰白灰白ⅠｂＨ３皿白磁３９２
黒い微粒子－－９.８○○灰白灰白灰白ⅡＧ３皿白磁３９３

－－９.１○（薄い）○（薄い）灰白灰白灰白ⅠｂＧ４皿白磁３９４

内面貫入有り－－９.４○○灰白灰白灰白ⅠｂＧ４皿白磁３９５
下部釉なし

内外面貫入有り－－１１.１○○灰白灰白灰白Ⅰ５トレンチ皿白磁３９６
下部釉なし

内面貫入有り－－９.５○（薄い）○灰白灰白灰白ⅢＧ３皿白磁３９７
下部釉なし

－－８.０○○灰白灰白灰白ⅠｃＩ６皿白磁３９８
内外面貫入有り－－１０.２○○灰白灰白灰白ⅠＧ３皿白磁３９９
内面貫入有り
茶のくぼみ有り－－９.６○○灰白灰白灰白ⅠＧ３皿白磁４００

６１

下部釉なし

内外面貫入有り－－９.１○○灰白灰白灰白ⅠｃＩ６皿白磁４０１

－－７.５○○灰白灰白灰白ⅠｂＨ３皿白磁４０２
下部釉なし

内外面貫入有り－－７.４○○灰白灰白灰白ⅠａＩ５皿白磁４０３
内外面小さなくぼみ－－８.２○○灰白灰白灰白ⅡＬ４皿白磁４０４
内外面貫入有り－－９.５○○灰白灰白灰白（黒い微粒子有）ⅠｃＨ４皿白磁４０５

－－８.８○○灰白灰白灰白ⅠａＨ３皿白磁４０６
外面に釉たまり３.２５.９１２.８○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白Ⅰｂ・ⅢＨ４・６皿白磁４０７
内外面貫入有り－－１０.５○○灰白灰白灰白ⅠｂＨ４皿白磁４０８
口縁内面に黒い微粒子－－１１.８○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白－Ｈ４皿白磁４０９
内外面貫入有り
目痕有り－－７.５○○灰白灰白灰白ⅠｂＨ５皿白磁４１０

下部釉なし

－－１２.８○○灰白灰白灰白（黒い微粒子有）ⅠＨ４皿白磁４１１
－－１３.２○○灰白灰白灰白ⅠＧ４皿白磁４１２

－６.４－○○灰白灰白灰白表土Ｈ１０皿白磁４１３
畳付釉なし

－５.６－○○灰白灰白灰白ⅠｃＨ４皿白磁４１４
畳付釉なし

－６.５－○○灰白灰白灰白Ⅰ５トレンチ皿白磁４１５
畳付釉なし

内面貫入有り－５.８－○○明オリーブ灰明オリーブ灰灰白Ⅰ下Ｇ３皿白磁４１６ 環状釉掻き取り下部から畳付内外釉なし

－３.９－○○明緑灰灰白灰白ⅠｂＧ５皿白磁４１７ 中心部釉なし下部から畳付内外釉なし

目痕有り－２.８－○○灰白灰白灰白ⅡＬ４皿白磁４１８ 下部から畳付内外釉なし

内面貫入有り－２.８－○○灰白灰白灰白（黒い微粒子有）表土－皿白磁４１９ 畳付内外釉なし

内面貫入有り
目痕有り－３.０－○○灰白灰白灰白ⅠａＧ４皿白磁４２０ 下部から畳付内外釉なし

－４.８－○○－－－ⅠａＧ５碗青花４２１

６２

畳付内外釉なし

－－９.５○○－－－表土－碗青花４２２

－２.４－○○－－－表土Ｈ１０坏青花４２３
畳付釉なし

－－１２.０○（薄い）○（薄い）－－－－Ｈ４・５皿青花４２４
－－９.７○○－－－ⅡＨ５皿青花４２５

－５.１－○○－－－表土－壺青花４２６ 下部から畳付内外釉なし
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������（４２７～４３２）
　４２７～４３２は底部の破損部分を転用し，円盤形に仕上げたものである。４２７～４３０は青磁，４３１・４３２
は白磁の底部を転用している。また，４２７と４２８は底部の高台部分を残してはいないが，４２９～４３１は
高台部分を残す。４２７は青磁の高台部分を削ぎ取り，雑ではあるが，円盤状に整えてある。４２９は小
破片ではあるが，きれいな円盤状に加工されている。内面には草花文スタンプを残す。４３０は，内
外面とも中心部のみを残し，釉を環状に掻き取った底部を転用したものである。
　４３１・４３２は高台に弧状の抉り込みを入れてある白磁の底部を転用している。
������（４３３）
　丸味を帯びた滑石製石鍋の胴部片である。器面には縦位に幅約１�のノミ痕が観察される。
�����（４３４・４３５）
　４３４・４３５は明の洪武通寳である。背文字はない。

��������	
��	��

��������	
��	��
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備　考法量（�）
施　釉

内面色調外面色調層出土区器種遺物
番号

挿図
番号 内面外面

青磁の破損部厚さ１.４　長さ５.４○○オリーブ灰にぶい赤褐ⅠＣ６円盤状土製品４２７

６３

×
青磁の破損部厚さ１.９○○オリーブ灰にぶい赤褐ⅠａＨ５円盤状土製品４２８ ×
青磁の破損部厚さ０.７○×オリーブ灰灰白ⅠｂＧ４円盤状土製品４２９

青磁の破損部厚さ０.８○○オリーブ灰黄灰Ⅰ上Ｈ３円盤状土製品４３０ ××
白磁の破損部厚さ０.７○×灰白灰黄ⅠａＧ４円盤状土製品４３１
白磁の破損部厚さ０.９○×灰白浅黄ⅠａＨ５円盤状土製品４３２

－－－にぶい赤褐にぶい赤褐Ⅰ上Ｈ３滑石製石鍋４３３
洪武通寳径２.３　孔径０.６　重さ２.４７ｇ－－－－ⅠｂＨ４古銭４３４
洪武通寳径２.２　孔径０.７　重さ１.３ｇ　－－－－－－古銭４３５
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　近世の遺構として検出されたものは調査区北部，中央部，南部に見られた。調査区西側尾根部と
東側斜面は造成による削平で包含層の残存状況がよくなかったため，近世の遺構は見られなかった。
　遺物は陶器が主だったが，いずれも細片が多く，図化できたのは僅かであった。
����

　遺構として軽石集積１基，土坑１基，溝状遺構３条が検出された。軽石集積と土坑は調査区北部，
溝状遺構は調査区中央部と南部での検出だった。遺物を伴っているのは溝状遺構８だけである。
�������

　Ｆ－３区において長径９０�，短径４５�の軽石集積を検出した。軽石だけで構成されており，親指
大のものから人頭大のものまで９９個を確認した。検出面は表土下で軽石の下には砂質土が堆積して
いる。集密度は高く，人為的に集め置いたものの可能性が高い。周辺にはこのような軽石の集中，
散布は見られなかった。
�����

�����

　Ｆ－３区の軽石集積と同じ場所で土坑を検出した。軽石を伴う土坑，あるいは軽石集積の掘り込
みとも考えられる。しかし，土坑の埋土上に軽石集積が位置したり，掘り込みと考えると軽石との
位置がずれたりするため，２つの遺構には時期差があるものと思われる。西から東へ下る斜面にお

��������	
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いて検出されており，長径６５�，短径５５�，深さ２６�の略円形を呈する。
�������

�����

　北東から南西に走る長さ約１０ｍの溝状遺構がＩ－４・５区で検出された。北側の先端部は消失し
ており，その先は不明である。中世の溝状遺構２を切っており，それより新しく位置づけられる。
埋土はⅠｂ層に似た茶褐色土で浅く，遺構内からの出土遺物はなかった。

①灰色シルト　　  ④茶褐色土（白色パミス含）　
②茶褐色土　　　⑤灰色シルト　
③明茶褐色土　　⑥淡茶褐色土　
　茶褐色土（混土）　

①黒色土堀り土 　④Ⅰc（シルト堀り）　
②灰白色シルト　   ⑤茶褐色土白色パミス堀り　
③暗灰褐色土　　⑥灰色シルト　
　（白色パミス混）　

①茶褐色土　　　　③明茶褐色土　
②淡灰褐色砂質土　④灰茶褐色土　

①灰色シルト　　  ④茶褐色土（白色パミス含）　
②茶褐色土　　　⑤灰色シルト　
③明茶褐色土　　⑥淡茶褐色土　
　茶褐色土（混土）　

①黒色土堀り土 　④Ⅰc（シルト堀り）　
②灰白色シルト　   ⑤茶褐色土白色パミス堀り　
③暗灰褐色土　　⑥灰色シルト　
　（白色パミス混）　

①茶褐色土　　　　③明茶褐色土　
②淡灰褐色砂質土　④灰茶褐色土　

��������	
��
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　南東から北西に下る傾斜地を溝状遺構７と平行に走り，長さ約１５ｍである。溝の両端は消失して
いるが，北部の１条の溝が溝中央部付近で南西に向けて二股になる。深さは約２０�で，埋土は場所
によって違いはあるものの時間をかけて埋まったことが分かる。Ⅰｃ層上面での検出で，陶器を伴
う。また，中世の溝状遺構４を切っていたため，時期を近世と判断した。出土遺物は総数１９点で須
恵器・白磁・陶器・その他は土師器であった。図化できたのは陶器１点のみである。４３６は最大径
４．５�の土瓶の蓋である。蓋外面のみ釉がかかる。
�����

　調査区南側の東から西へ下る傾斜面において検出された。北部と南部の先は地形のため，消失し
ている。Ｊ～Ｌ－８～１０区に跨り，南北方向に幾条もの溝が走る。長さは１０ｍ～２０ｍで長い。中世
の溝状遺構６の南東端部上より検出されたため，遺物は伴わないものの時期を近世と判断した。 

���������	
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　近世の遺物として出土したもののほとんどは小破片であり，図化できたのは１５点であった。出土
遺物は大きく土師器・陶器・土製品・石製品・古銭に分けられる。調査区中央から多く出土してい
るが，近くから建物らしい遺構は検出されておらず，流れ込みの可能性が高い。
������

　４３７は加熱具として使われる焙烙の柄の部分である。赤色の顔料が塗布してあり，指で調整した
痕跡を残す。
������

�（４３８・４３９）
　４３８は外面に一重網目文を施す染付碗である。胎土は緻密で灰白色を呈す。釉は緑味がかり，高
台畳付部分のみ釉を剥ぐ。４３９は竪野系白薩摩の碗である。胎土は黄色味を帯びた陶土でややパサ
ついた感じを受ける。釉は透明釉が畳付以外総釉でかかり，細かい貫入が入る。
��（４４０）
　４４０は染付の蓋である。器壁は薄く，口縁部内面には二重圏線が施される。外面には呉須でつる
草文のような文様が描かれるが，灰色味がかった発色を呈す。
�（４４１）
　４４１は龍門寺焼の小坏である。口径６�，高台径３．３�である。灰色の胎土に内面全体と外面体部
中位まで白化粧土を掛け，その上から高台内面と畳付を除き，透明釉を薄くかける。また，内面に
は，蛇ノ目釉剥ぎが看取される。
��（４４２）
　４４２は竪野系白薩摩の土瓶の底部である。丸味を帯びるが，上部は欠失しており，器形は不明で
ある。外面底部には施釉されず，釉境に長さ約１�弱の円錐状の脚が付く。脚は三足付くものと思
われる。また，外底面には煤が薄く付着する。
�（４４３～４４５）
　４４３～４４５は貯蔵具等の蓋である。４４３は径約１３．５�に復元される。胎土に砂粒を含み，茶褐色を
呈す。内外面とも無釉である。欠損しているため，形状は不明であるが，外面中央につまみが付く。
４４４・４４５は苗代川焼の蓋である。４４４は口縁部を内側に折り曲げて肥厚させ，さらに外方に折り返
す。両者とも口唇部は平坦につくられ，貝目が残る。釉は黒褐色に発する鉄釉がかかり，口唇部は
掻き取られる。
�（４４６）
　４４６は苗代川焼の壺の口縁部である。口縁部は外側に折り返して丸くつくる。口唇部の釉は掻き
取られる。
������（４４７）
　４４７は外面のみ施釉された陶器の破損部を円盤状に整形したものである。径４�，厚さ０．６�であ
る。
�����（４４８）
　４４８は鞴の羽口である。長さ６�で円柱状を呈す。残存部が少ないが，直径４�，孔径１．３�程度
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であると考えられる。鉄分が表面に固着し，厚さ２～３�を測る。
������（４４９）
　４４９は口縁部が平坦をなし，浅鍋状を呈す砂岩製の石製品である。外面下半には粗い削り痕が確
認できる。外面口縁部下約１�までの部分と内面には削った後の丁寧な研磨がうかがえる。復元径
は３８�とかなりの大きさのものである。外面に煤が付着していることから，煮炊具としての機能を
持つものと考えられる。
�����（４５０・４５１）
　４５０・４５１は寛永通寶である。いずれも背文字はない。「通」の「マ」部分は両方とも同じ「コ」
ではあるが，「寶」の「貝」部分には「ハ」，「ス」の違いが見られる。また，４５０は４５１に対して小さ
くなる。

���������	
��
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備　考
法量（�）施　釉色　調

層出土区器種種別遺物
番号

挿図
番号 器高底径口径内面外面内面外面

柄部　赤色顔料塗布－－－××橙橙ⅠａＩ５焙烙土師器４３７

６７

底部－４.３－○○灰白灰白東西ＴＦＧ－３碗陶器４３８

底部・白薩摩－３.９－○○浅黄浅黄表土Ｉ１２碗陶器４３９

－－　９.１○○灰白灰白Ⅰ４トレンチ碗蓋陶器４４０

口縁部～底部龍門司焼２.１３.２５.７○○灰白灰白－４トレンチ坏陶器４４１

底部・白薩摩－８.６－○○灰白灰表土－土瓶陶器４４２ ×
貯蔵用－－１３.０××暗赤褐にぶい褐表土－蓋陶器４４３

貯蔵用　苗代川焼－－１９.９×○暗オリーブ褐オリーブ黒ⅠａＨ５蓋陶器４４４ ○
貯蔵用　苗代川焼－－１８.９○×黒オリーブ黒ⅠａＧ５蓋陶器４４５

貯蔵用　苗代川焼－－１３.１○○オリーブ黒オリーブ黒表土－壺陶器４４６

－－－×○黒褐黒Ⅰ４トレンチ－円盤状土製品４４７

６８

－－－××灰黄にぶい黄褐ⅠｂＨ５－羽口４４８

口縁部・煤付着重さ１３１.２３ｇ－３７.７××黄褐黒褐ⅠＨ２煮炊具石製品４４９

寛永通寶径２.２ｃｍ孔径０.６ｃｍ重さ１.４８ｇ－－－－－－－古銭４５０

寛永通寶径２.４ｃｍ孔径０.６ｃｍ重さ２.９３ｇ－－－－ⅠａＨ５－古銭４５１
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　表土一括のものや時期が特定できなかったものを時期不詳遺物として一括する。時期不詳の遺物
として，石製品と金属器がある。
����

������（４５２・４５３）
　砥石と軽石製品である。本遺跡から出土した砥石は１点である。４５２は原材の石を概ね直方体の
形状と使い勝手のよい適当な大きさへと切断加工されているが，本遺跡出土の砥石は，直方体の角
の部分のみが残る長さ６�程の破片である。手持ち砥か置き砥かは不明である。石材は頁岩であり，
使用痕が確認できる。４５３は穿孔のある軽石製品である。長径６�，短径５�の楕円形状に加工さ
れている。中央部に径約６�の穿孔を持つ。穿孔は内側が狭くなっていることから，両面から内側
に向かって穿孔したと考えられる。
������（４５４～４７０）
　出土数は明確ではないが，大半は性格不明で，比較的形をとどめていたものを保存処理した。
４５４～４６６は鉄製品，４６７～４７０は銅製品である。４５４・４５５は鉄鏃である。４５４は厚い錆に覆われ，形
状は不明である。ただ，大型のものであると考えられる。４５５は身部下半から茎部にかけての部位
で，茎部は断面四角形を呈す。茎部長２�，最大幅０．５�，最大厚０．５�である。４５６～４６１は形状を
とどめておらず，錆に厚く覆われているが，刀子の可能性が高い。４５６～４６０は身の片側が細くなっ
ていることから刀部だと考えられる。４６１は刀子の身部と茎部の境部分である。４６２は長さ４�の釘
である。断面は方形で，頂部は平坦を呈す。４６３・４６４は「コ」の字状を呈する金具である。性格は
不明ではあるが，同一個体の可能性も考えられる。４６５は欠損しているが，Ｕ字形を呈す馬用の蹄
鉄と思われる。エックス線写真では５�×２�の長方形の孔を４か所確認することができる。４６６
は三分の一しか残存していないが，径２㎝の鉄銭である。孔の一辺は約５�で四角形を呈す。
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　４６７～４７０は銅製品である。古銭も含めて４点図示する。４６７は径２．３�，孔の一辺０．７�を呈す古
銭である。錆による劣化が著しく，文字の判別が不能であるが，無文銭の可能性もある。４６８は煙
管の雁首である。火皿接合部で欠損しているものと思われる。雁首から火皿にかけて緩やかに上が
り，一枚作りであることから比較的新しいものと判断できる。４６９は刀の柄頭につく兜金の可能性
が高い。柄頭部は長楕円形を呈し，長径３．３�，短径１．７�である。４７０は用途不明の銅製品である。
棒状を呈し，長さ５．８�，最大厚０．７５�，最小厚０．６�である。
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備　考重さ（�）厚さ（�）幅（�）長さ（�）材質器種種別層区番号挿図
番号

２４.１１１.６２.６６頁岩砥石石製品ⅠｃＩ６４５２６９ １５.５８１.２５６５.５軽石穿孔のある軽石製品石製品ⅠＧ３４５３
１９.７７０.６２.３－鉄鉄鏃金属器－－４５４

７０

３.３９０.４５１.２－鉄鉄鏃金属器－－４５５
１６.４５０.５１－鉄刀子金属器－３トレンチ４５６
１４.１８０.５１.４－鉄刀子金属器Ⅰ上Ｈ４４５７
９.２０.３１.５－鉄刀子金属器－－４５８
６.７６０.４０.９－鉄刀子金属器－－４５９
５.６５０.４５１.３－鉄刀子金属器－－４６０
１０.４５０.９２.３－鉄刀子金属器－－４６１
３.２９０.４５０.９－鉄釘金属器－－４６２
１.４６０.２－－鉄金具金属器－－４６３
２.１９０.２－－鉄金具金属器－－４６４

孔４か所有３５.１７１１.１－鉄蹄鉄金属器－－４６５
０.６９径２�　孔０.５�鉄鉄銭金属器－－４６６
２.０９径２.２�　孔０.５�銅古銭金属器－－４６７

７１ ３.０９０.０８１.２－銅キセル金属器－－４６８
５.４３０.１－－銅兜金金属器－－４６９
４.７６０.５０.４－銅不明金属器－－４７０
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　鹿児島県の地形のほとんどはシラス台地が占めることから，各時期の遺跡の多くはこの台地上に
立地していることが多い。特に古墳時代までは，いくつかの低地を占地する遺跡を除き台地上に立
地する。ところが古代になると，低地，すなわち扇状地，微高地といった低い場所に居を構えるこ
とも増えてき，現在の多くの集落はそうした場所に位置する。
　柳原遺跡の立地をみると，周辺を標高１２０ｍの台地に囲まれ，その台地の傾斜地から谷部に開析
された遺跡である。こうした地に営まれた本遺跡からは，溝状遺構や焼土を伴う遺構が検出され，
縄文時代，弥生から古墳時代，古代，中世，近世の遺物が出土している。また，出土遺物の約８割
が土師器である。ただ，破片が多く，図示できたのは，ほんの一部にすぎない。
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　古代の土器には土師器・黒色土器Ａ類・赤色土器・墨書土器・刻書土器・須恵器がある。
　黒色土器Ａ類や内側のみベンガラが塗布される赤色土器は，破片資料が多く，図化できたのは１０
点前後であったが，全体の出土量に占める割合は高い。本遺跡の南東に位置する近隣の下永迫Ａ遺
跡でも多量の黒色土器・赤色土器・墨書土器の出土が報告されている。特に赤色土器の出土は多く，
東市来町犬ヶ原遺跡や吹上町笑童子遺跡など日置郡各地でもみられ。この地域の特徴と考えられる。
　また，本遺跡で出土した刻書土器 の外底面には指頭による調整と思われる痕跡が確認できる。
「指頭調整痕」を施すものとして，県内では曽於郡輝北町の鳥居ヶ段遺跡での出土が報告されてい
る。鳥居ヶ段遺跡出土の は２点とも黒色土器Ａ類で高台外底面に指頭と思われる放射状の調整痕
を残す。また，宮崎県内では宮崎市西ノ原地区遺跡，宮崎学園都市遺跡群の小山尻東遺跡，高岡町
蕨野遺跡からの出土が報告されている。これらは９世紀後半から１０世紀前半に位置付けられるよう
である。日向で多く見られる「指頭調整痕」に似た技法を用いた土器が，薩摩に位置する本遺跡で
出土したということで注目に値する。
　須恵器は坏・ ・皿等の食膳具の出土が見られず，貯蔵具として使われていたであろう甕・壺類
がほとんどを占めている。これらは，色調，形態，タタキ・当て具から金峰町中岳山麓古窯跡群で
焼かれたものと思われるものが多く，貯蔵具だけがみられることなどから９世紀後半～１０世紀前半
に位置付けられる（中村　１９９４）。

���������	


　中世の出土品は土師器・瓦器・輸入陶磁器・国内産陶器などがある。土師器では底部に糸切り痕
を残す耳皿や三足坏のような特殊な遺物が出土している。
　中世の土師器坏は口径と底径の差があまりない箱形を呈すものが多くを占める。それらを底径に
対する口径の比で表すと，坏は１：１．４と１：１．６の２種類に分かれる。さらに，底径に対する器高
を比で表したところ，１：０．４に集中する傾向にあった。同じように皿でも試したところ，底径に
対する口径の比は，１：１．４と１：１．６の２種類に集中した。また，底径に対する器高の比は，１：
０．３に集中した。つまり，坏と皿の傾き（比率）は２種類あり，底径に対する器高もある程度決
まっていることが分かる。ただ，坏においても皿においても口径の大きいものと小さいものとの２
種類に集中することから，これらの土師器は２時期に分けることができる。　
　耳皿は伊藤正人氏によると神儀祭祀の一部の膳にのみ用いられ，その使用対象は，神聖な者，高
貴な者，ハレの場にふさわしい者に限られているようである（伊藤２０００）。県内では，鹿児島市鹿
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児島城本丸跡や串木野市栫城跡等から出土している。栫城跡から出土した耳皿は，現地説明会時に
３点実見した。長径約８．５�，短径６�，器高２．８�の大振りのものと黒色土器Ａ類の折り曲げ部分
と長径６．２㎝，短径３．８㎝，器高３．５�の充実高台風の底部を持つものである。充実高台風の高台は
外上方に立ち上がろうとする部分が見受けられ，その中に耳皿がのる異風の形態のものである。こ
れらと本遺跡出土の耳皿を比較すると，本遺跡出土のものはやや小さく，伊藤氏の分類によると４
－ｃ類くらいにあたると思われ，１２～１３世紀に位置付けられるようである。
　三足坏は仏具と考えられ，県内では鹿児島市加栗山遺跡・隼人町弥勒院跡・串木野市栫城跡等で
の出土が見られる。栫城跡から出土した三足坏は２点あり，１点は中世墓からの出土である（現地
説明会実見による）。前に述べた遺跡から出土した三足坏は本遺跡出土の遺物の約２倍の大きさで
ある。三足坏の出土例は少なく，年代の位置付けは難しい。
　青磁は鎬蓮弁文を有するものや線描き蓮弁文のものなど多種にわたり出土していることから，１３
世紀から１６世紀まで各時期に跨った遺跡であると思われる。多くの盤や１点ではあるが壺の頸部が
出土していることも本遺跡の特徴と言える。
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　今回の調査は道路幅だけという限定された範囲の調査だったにも関わらず，少量ではあるが，貴
重な資料が出土している。住居跡や建物跡などの生活の根拠を裏付けするような遺構は検出されな
かったが，多くの破片資料が出土した。これらは流れ込みによるもの，あるいは廃棄されたものと
考えることもできる。しかしながら，北向きの谷頭という一般の居住地としては不適当な立地条件
や一般の集落遺跡には例の少ない耳皿・三足坏や灯明器として使われた皿・坏などの出土遺物から，
山岳寺院とまでは言えないものの山寺の存在を考えることも不可能ではないように思う。ただ，古
代の遺構として焼土を伴う土坑群や中近世の溝状遺構が検出されたが，どのような性質のもので，
どのように使われていたのか課題が残る。
　遺跡の残存範囲はさらに北へ広がっている可能性が高いので，今後，また，調査が行われる機会
があれば，さらに大きな成果が得られるだろう。そして，周辺遺跡や他の類似遺跡との比較・検討
を行いながら，柳原遺跡周辺の性格を考えていく必要があると考える。

����

上田秀夫　１９８２「１４～１６世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究№２』　日本貿易陶磁研究会
大口市教育委員会　１９８２『平泉城跡』大口市埋蔵文化財発掘調査報告書（１）
鹿児島県教育委員会　１９８３『成岡・西ノ平遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（２８）
中村和美　１９９４「鹿児島県（薩摩・大隅国）における平安時代の土器」『中近世土器の基礎研究Ⅹ』　日本中世土器研究会
中村和美　１９９７「鹿児島県における古代の在地土器」『鹿児島考古３１』　鹿児島考古学会
財団法人横浜市ふるさと歴史財団横浜市教育委員会　１９９７『西ノ谷遺跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告（２３）
輝北町教育委員会　１９９８『前床遺跡・鳥居ヶ段遺跡』輝北町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）
伊藤正人　２０００「耳皿ノート」『中近世土器の基礎研究ⅩⅤ』　日本中世土器研究会
太宰府教育委員会　２０００『太宰府条坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』
伊集院町誌編さん委員会編　２００２『伊集院町史』
鹿児島県埋蔵文化財センター　２００２『計志加里遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３８）
鹿児島県埋蔵文化財センター　２００４『下永迫Ａ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７２）
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あ　と　が　き

　標高９０～１００ｍの山間の谷間，急な傾斜地及び周辺のやや小高いテラス状の尾根部での
調査が４か月間行われた。覆い茂る竹を切り倒し，雨のたびに流入する土砂を防ぎ，悪条
件での作業を余儀なくされた様子が調査日誌からうかがえた。大変な発掘調査であったと
思う。
　整理作業は，発掘担当者と違ったため，現場の様子が分からず戸惑いが多かった。要領
を得ない面もあり，多くの方にたくさんの迷惑をかけた。しかし，発掘担当者をはじめ，
周囲の職員のアドバイスや作業員さんの尽力により無事刊行することができた。特に縄文
土器については東和幸氏，石器については宮田栄二氏，土師器や輸入陶磁器については池
畑耕一氏，中村和美氏にご教示いただいた。
　多大な御協力をいただいた地元の方々はじめ，伊集院町教育委員会ならびに整理作業に
従事して下さった方々に心より感謝申し上げます。（最上）

　整理作業員
　　　有川ひとみ　・　土橋　文子　・　西村　律子　・　春山まり子　・　日高千津子
　　　藤本　恵子　・　三谷加代子


